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州
法
に
対
す
る
違
憲
判
断

(
1
)
 

こ
こ
で
、
〉
戸
〉
〈

E
R
E
以
降
の
州
法
に
対
す
る
違
憲
判
断
も
見
て
お
こ
う
。
い
ず
れ
も
、
か
つ
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
型

(
E
S
E

の
州
法
、
す
な
わ
ち
、
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
送
信
し
た
者
を
新
た
に
処
罰
す
る
こ
と
に
し

判
決
型
)

た
州
法
の
違
憲
性
が
問
題
と
な
っ
た
ケ
l
ス
で
あ
り
、
〉
口
ヒ
〈
吉
吉
田
。
ロ
(
ニ
ュ
!
メ
キ
シ
コ
州
)
、
の
ち
2
号
待
刊
の

O
S
S
E
-
2
5
5
〈・

(
2
)
 

開
口
開

-o『
(
ミ
シ
ガ
ン
州
)
、
司
出

z
o
:・の
F
8
5
8
(
パ
!
日
ン
ニ
ア
州
)
、

F
8
Z
〈
・
者
宮
色
。
n
r
(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
)
が
そ
の
具
体
的
ケ
l

(
3
)
 

ス
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
訴
訟
で
は
、
い
ず
れ
も
原
告
が
勝
訴
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、

E
円
を
判
決
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
通
信
品
位

法
(
の
0
5
5
5
R怠
。
5
0
2
8ミ
〉
n
f

の
り
と
お
よ
び
後
続
の
子
ど
も
オ
ン
ラ
イ
ン
保
護
法

(
n
E
E
O
Z
S
司
5
8
2
8
〉
兵
。
。

pp)
に

対
す
る
違
憲
判
断
の
影
響
を
色
濃
く
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

サイバースペースと表現の自由 (4) 

[
一
]
〉
の
円
己
〈
・」
Z
FD∞O
コ

一
八
歳
以
下
の
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
よ
り
送
信
す
る
こ
と
を
禁

(
4
)
 

ず
る
規
定
を
置
い
た

Z
・冨
・
習
己
・
〉
Z
Z
-
m凶

C
I
3
'凶
-
M
(
〉
)
に
対
し
て
、
暫
定
的
差
止
命
令
が
出
さ
れ
た
ケ
l
ス
で
あ
る
。
ニ
ュ

l
メ
キ
シ
コ

運∞

Z
Z・
戸
田
名
目
。
宮
宮
R
A
X
に
よ
り
、

連
邦
地
裁
は
、
(
原
告
の
)
第
一
修
正
、
第
五
修
正
、
第
一
四
修
正
、
お
よ
び
、
州
際
通
商
条
項
(
内
0
5
5
2
8
0
2お
)
違
反
の
主
張
等
に

よ
り
勝
訴
す
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
(
一
九
九
八
年
六
月
三
O
日
)
。
特
に
、
第
一
修
正
違
反
に
係
る
主
張
と
し
て
は
、
の
り
〉
連
邦

(5) 

最
高
裁
判
決
や

E
S
E
判
決
を
用
い
つ
つ
、
①
大
人
に
対
し
て
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
表
現
を
事
実
上
、
禁
止
す
る
こ
と
、
②
(
厳
格
審
査
基

(
6
)
 

準
の
適
用
に
あ
た
っ
て
)
州
に
お
い
て
、

当
該
条
項
が
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
利
益
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
当
該
利

(
7
)
 

で
あ
る
こ
と
の
立
証
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
③
当
該
条
項

益
を
達
成
す
る
た
め
の
最
も
制
限
的
な
手
段

(
5
1
2
2
5
m
E
8
5
5
2
5
)
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(

8

)

(

9

)

 

が
実
質
上
、
過
度
広
汎
で
あ
る
こ
と
、
④
当
該
条
項
が
、
匿
名
に
よ
る
情
報
の
伝
達
、
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
⑤
当
該
条

(
叩
)

項
と
と
も
に
防
御
条
項
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
話
し
手

(
O
E
E
E

名
目
白
宮
互
に
対
し
て
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
州
が
立
証
で
き
て
い
な

(日
)

い
こ
と
、
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
州
際
通
商
条
項
違
反
に
係
る
主
張
と
し
て
は
、
①
完
全
に
ニ
ュ

l
メ
キ
シ
コ
州
外
で
起
こ
っ
て
い

(ロ)

る
行
為
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
州
際
及
び
外
国
と
の
通
商
に
対
し
て
不
合
理
か
つ
過
度
な
負
担
を
課
す
も
の
で
あ
る

(

日

)

(

比

)

こ
と
、
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
州
際
聞
の
使
用
を
一
貫
し
な
い
州
の
規
制
に
属
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
、

主ム
肩冊

の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
一
一
月
二
日
に
、
連
邦
地
裁
決
定
を
支
持
す
る
判
断
を
下
し
た
。
第
一

O
控
訴
裁
判
所
の
判
断
に
あ
っ

て
も
、
第
一
修
正
(
及
び
第
一
四
修
正
)
と
州
際
通
商
条
項
の
検
討
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
な
立
場
は
連
邦
地
裁
決
定
と
同

様
で
あ
る
。
第

一
修
正
に
つ
い
て
は
、
連
邦
地
裁
決
定
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
(
違
憲
と
さ
れ
た
の
り
〉
と
の
類
似
性
か
ら
、
の
り
〉
連
邦
最
高

(

日

)

(

凶

)

裁
判
決
と
同
様
の
ス
タ
ン
ス
に
立
ち
つ
っ
て
州
が
主
張
し
た
合
憲
限
定
解
釈
(
色
口
急
旬
開
〈

-zg宅ペ
O
畏
に
よ
り
制
約
の
合
憲
性
が
支
持
さ

れ
た
「
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
」
表
現
を
、
受
け
手
が
未
成
年
で
あ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
故
意
に
送
信
し
た
場
合
に
の
み
当
該
条
項
が

(

げ

)

(

児

)

適
用
さ
れ
る
と
の
解
釈
)
が
取
り
え
な
い
こ
と
を
示
し
、
当
該
規
定
は
の
り
〉
と
同
様
に
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
表
現
に
対
し
て
、
違

本
件
は
控
訴
さ
れ
、

憲
と
い
う
べ
き
制
約
を
課
す
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
の
り
〉
連
邦
最
高
裁
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
、
さ

C-
∞・の・
0
M
M
凶
(
白
)
(
凶
)
(
〉
)
及

(日
)

び
(
∞
)
と
同
様
の
防
御
条
項
に
あ
っ
て
も
、
の
り
〉
と
同
様
に
、
違
憲
性
を
治
癒
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。
更
に
、
州
際
通
商

(
初
)

条
項
に
つ
い
て
も
、

E
S
E
判
決
に
依
拠
し
た
連
邦
地
裁
決
定
を
全
面
的
に
支
持
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

、.0、。一、。 一一
至。
立、〈

F 宮
司ロ
ロも
0-白

() 
(t 

Fうの円。
Z 里
。丙
(>.lロ

ω 2， 
に 2
55n 
fI rJ)-

修 タ
正 E
さ竿
れ(肖
た22

) 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
、
明
ら
か
に
性
的
な
、
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
視
覚
お

よ
ぴ
聴
覚
(
三
回
己
釦

-
2
5号
包
)
に
訴
え
る
表
現
の
未
成
年
へ
の
故
意
の
伝
送

(
e
a
m
E
E
Eロ
)
を
禁
止
し
た
冨
問
自
の
O

竜
-
F
〉
三
句
M
M
-
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(
お
)

s-以
下
の
違
憲
性
が
争
わ
れ
た
。
ミ
シ
ガ
ン
東
部
地
区
連
邦
地
裁
(
一
九
九
九
年
七
月
二
九
日
)
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州
が
ニ
ュ

l
メ
キ
シ
コ

(

M

)

(

お
)

州
の
ケ
l
ス
と
同
様
に

2
5
z
a判
決
を
、
そ
し
て
、
付
加
的
に
冨
2
2
判
決
を
正
当
化
根
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
た
点
に
対
し
て
、
次
の

ょ
、
つ
に
応
答
し
て
い
る
。

。
呂
田

z
a判
決
で
問
題
と
な
っ
た
表
現
は
、
雑
誌
や
小
冊
子
の
類
い
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は

奥
の
部
屋
に
隠
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
売
り
手
が
未
成
年
へ

(
売
り
手
の
側
で
)
袋
に
入
れ
て
運
ん
だ
り
、

「
明
ら
か
に
性
的
な
(
出

EE--可

zzg)」
も
の
を
売
り
渡
し
た

こ
と
に
対
し
て
法
的
責
任
を
負
う
の
は
、
買
い
手
が
物
理
的
に
存
在
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
対
面
で
の
受
け
渡
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年

齢
確
認
を
行
な
う
こ
と
も
容
易
に
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
(
年
齢
確
認
を
行
な
う
手
段
が
貧
弱

で
あ
り
)
売
り
手
・
送
り
手
の
側
で
、
買
い
手
・
受
け
手
が
大
人
で
あ
る
か
、
未
成
年
で
あ
る
か
の
区
別
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の

た
め
、
処
罰
を
避
け
る
た
め
に
売
り
手
・
送
り
手
が
と
り
う
る
手
段
は
、
本
屋
を
た
た
む
(
己
O
回目円
Z
m
g
呉
2
2
m
)

か
、
そ
れ
と
も
、
子
ど

サイパースペースと表現の自由 (4) 

も
に
適
し
た
表
現
に
よ
る
通
信
の
み
を
行
な
う
か
の
二
者
択
一
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
に
対
す
る
完
全
な
抑
圧

(
8
5立。
R

E
宅『何回

(
町
四
)

き
ロ
)
は
、
「
豚
を
ロ
ー
ス
ト
す
る
た
め
に
小
屋
を
燃
や
す

(σ
己コニ
Z
Y
E
g
g
5
2
=
Z
玄
関
)
」
に
等
し
い
愚
行
で
あ
る
と
し
て
、
州
の
正

(
幻
)

当
化
根
拠
を
否
定
し
た
。

そ
の
上
で
、
当
該
条
項
は
表
現
内
容
規
制
立
法
で
あ
り
、
こ
の
領
域
に
適
用
さ
れ
る
違
憲
審
査
基
準
は
、
「
制
限
が
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
州

の
利
益
に
仕
え
る
も
の
で
あ
り
、
か
っ
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
精
密
に
調
整
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
厳

(
お
)

格
審
査
基
準
で
判
断
さ
れ
る
と
し
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
厳
格
審
査
基
準
を
さ
ら
に
分
化
さ
せ
、
①
州
に
よ
り
主
張
さ
れ

た
利
益
が
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
②
制
限
が
こ
れ
ら
の
利
益
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
③
制
限

が
こ
れ
ら
の
利
益
を
達
成
す
る
た
め
に
精
密
に
調
整
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
の
三
つ
の
プ
ロ
ン
グ
(
℃
『
g
m
)
に
よ
り
判
断
さ
れ
る

(
明
日
)

と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
通
常
い
わ
れ
て
い
る
厳
格
審
査
基
準
と
本
件
が
示
す
違
憲
審
査
基
準
と
の
違
い
は
、
②
の
プ
ロ
ン
グ
で
あ
る
。
本

北法55(4・237)1621



説

件
で
は
、
通
常
、
言
外
の
意
味
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
、
②
の
プ
ロ
ン
グ
を
、

一
つ
の
プ
ロ
ン
グ
と
し
て
独
立
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る

が
、
通
常
の
厳
格
審
査
基
準
と
の
差
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
件
決
定
で
は
、
三
つ
の
プ
ロ
ン
グ
に
よ
り
判
断
を
行
い
、
①
(
州
は
、
こ
の
点

に
つ
き
主
張
を
行
な
わ
な
か
っ
た
が
)
子
ど
も
か
ら
、
明
ら
か
に
性
的
な
表
現
を
隔
離
す
る
こ
と
に
は
、

州
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
が
あ

(ぬ
)

る
と
考
え
ら
れ
、
連
邦
最
高
裁
の
従
来
の
考
え
も
こ
の
点
を
支
持
し
て
い
る
と
し
た
。
し
か
し
、
②
州
に
お
い
て
、

当
該
条
項
に
よ
る
制
限

が
、
州
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
立
証
で
き
て
お
ら
ず
(
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
に
お
い
て
、

当
該
条
項

'=b、
再冊

が

「思
想
の
自
由
市
場
」
を
創
出
す
る
自
由
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
子
ど
も
の
保
護
の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
を
取
る
、
と
い
う
社
会
の
期
待
と
は

(幻
)

正
反
対
の
結
果
を
生
み
だ
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
①
子
ど
も
に
よ
る
当
該
表
現
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
、
親
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
低
額
で
利
用
で
き
、
プ
ロ
パ
イ
ダ
に
お
い
て
も
、
年
齢
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
こ
ろ

が
現
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
更
に
、
④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ

l
ザ
は
、
「
上
品
さ
と
好
奇
心

(骨

ngミ
自
己

2
5
m
F
q
)」
の
不
文
の
コ

l
ド
を

(
明
記

)

持
っ
て
お
り
、
法
律
に
よ
ら
ず
と
も
自
主
的
な
解
決
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
を
理
由
と
し
て
、
達
成
手
段
の
面
に
お
い
て
も
、
よ
り
制
限
的

な
手
段
に
な
る
よ
う
に
精
密
に
調
整
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
第

一
修
正
に
違
反
す
る
と
し
た
。

州
際
通
商
条
項
違
反
の
点
に
つ
い
て
は
、
①
州
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
内
で
発
受
さ
れ
る

表
現
に
対
し
て
の
み
当
該
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
地
理
的
境
界
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、
ニ
ュ

ー

(
O

『
狂
言
g
回
忌
雪

E
E四日
)

ヨ
ー
ク
州
民
が
開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
を
ミ
ネ
ソ
タ
州
民
に
読
ん
で
も
ら
お
う
と
の
意
図
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
(
送
信
者
側
で
受

け
手
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
手
段
が
な
い
こ
と
か
ら
)
ミ
ネ
ソ
タ
州
内
に
も
届
い
て
し
ま
う
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
あ
ら
ゆ
る
表

現
が
当
該
規
定
の
適
用
対
象
と
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
、
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
約
半
分
が
外
国
発
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、

当
該
規

定
に
よ
る
規
制
は
、
完
全
に
非
効
率
で
あ
る
こ
と
、
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
表
現
に
対
し
て
萎
縮
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
の
方
が
、

州
が
主
張
す
る
利
益
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
他
の
州
法
の
規
制
と
同
様
に
、
当
該
規
定
に
お
い
て
も
、

一
貫
し
な
い
州
の
規
制
に
属
さ
せ
る
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(
お
)

べ
き
で
は
な
い
と
し
て
、

州
際
通
商
条
項
に
も
違
反
す
る
と
判
断
し
た
。
こ
れ
ら
の
違
憲
性
を
主
た
る
理
由
と
し
て
、
当
該
規
定
に
対
す
る

暫
定
的
差
止
命
令
が
出
さ
れ
た
。

本
件
は
、
第
六
控
訴
裁
判
所
に
控
訴
さ
れ
(
二

0
0
0
年
四
月
)
、
口
頭
弁
論
を
経
た
後
、

(M) 

。同
V

呂
田
。
ロ
)
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
で
は
、
当
該
規
定
に
対
す
る

一一

一
月
に
連
邦
地
裁
決
定
を
支
持
す
る
メ
モ

ラ
ン
ダ
ム
・
オ
ピ
ニ
オ
ン

(冨
O
B
R
E
E
B

憲
法
判
断
は
行
な
わ
れ
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
連
邦
地
裁
に
差
戻
さ
れ
た
が
、
終
局
的
差
止
命
令
(
司
R
5
8
3円
Z
E
a
o
D
)
を
連
邦

(お
)

地
裁
は
命
じ
て
(
二

O
O
一
年
六
月
一
日
)
、
本
件
訴
訟
は
終
結
し
た
。

(
お
)

ヲ
己
司
日
出

Z
2〈
-
n
Z
8
5
B

サイパースペースと表現の自由 (4) 

上
の
二
つ
の
ケ

l
ス
と
同
様
に
、
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
送
信
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
〈
〉
・
の

O
E-〉
Z
Z
-

(
幻
)

包
∞

-ME3-
の
執
行
差
止
を
求
め
る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
パ
ー
ジ
ニ
ア
西
部
地
区
連
邦
地
裁
シ
ャ

l
ロ
ッ
ツ
ビ
ル

(2包
♀

5
手
庁
)
支
部

は
、
二

O
O
一
年

一
O
月

一一

日
、
当
該
規
定
の
違
憲
性
(
第

一
修
正
違
反
、
川
際
通
商
条
項
違
反
)
を
理
由
と
し
て
、
当
該
規
定
を
差
止

(お
)

め
る
略
式
判
決

(ω
ロ
5
5R可

H
E
m
s
g円
)
を
出
し
た
。

(ぬ
)

原
告
に
よ
る
第

一
修
正
違
反
の
主
張
に
対
し
て
は
、
当
該
立
法
が
表
現
内
容
規
制
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厳
格
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
。

-

(判
)

そ
の
際
の
立
証
責
任
は
規
制
を
行
な
う
什
に
課
せ
ら
れ
る
か
、
当
該
立
法
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
を
保
護
す
る
と
い
う
立
法
目
的
に
や
む
に

(
引
)

(
必
)

や
ま
れ
ぬ
利
益
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
達
成
手
段
が
精
密
に
調
整
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
そ
の
根
拠
は
、
(
上
の
二
判
決
で

(必
)

用
い
ら
れ
た

Q
S
Z
G
判
決
と
同
様
の
判
断
を
示
す
)
〉
B
2
2ロ
∞
g
r
o一ぽ
お
〈
・
。
。
ョ
ョ
。
ロ
宅

g
pzで
問
題
と
な

っ
た
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
上

の
規
制
と
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
州
法
の
規
定
と
は
同
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
〉
ヨ
R
K自
由

g
E巳
ぽ
ヨ
判
決
に
お
け
る
リ
ア
ル
ス
ペ

l

ス
上
の
規
制
は
、
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
が
帯
有
す
る
物
理
的
制
約
に
よ
り
、
買
い
手
が
大
人
で
あ
っ
た
場
合
と
子
ど
も
で
あ
っ
た
場
合
と
の
対

北j去55(4・239)1623



説

応
を
異
な
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
(
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
を
前
提
と
す
る
以
上
)

論

当
該
規
定
に
よ
る
規
制
は
大
人
と
子
ど
も
の
両
方
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
大
人
に
お
い
て
は
憲
法
上

(
H
H
)
 

保
障
さ
れ
て
い
る
表
現
に
対
し
て
、
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
規
制
を
課
す
も
の
で
あ
る
か
ら
と
し
た
。

こ
こ
で
、
検
討
の
中
心
と
な

っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
と
は
、
第
三
者
機
関
が
(
大
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
)
発
行
す
る

一
九
九
九
年
二
月
現
在
で
、
約
二
五
の
組
織
が
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ

〉

a
z
r
E刊
2
5
2
2
0ロ
ZCBσ
四
円

(
E
Z
)
で
あ
る
。
判
決
に
よ
る
と
、

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
組
織
の
中
で
最
大
の
所
で
は
、
三

O
O
万
人
分
の

E
Z
を
発
行
し
て
お
り
、
こ
の

E
Z
を
用
い
て
約
四
万
六
千
の
ウ
エ

(
河
川
)

ブ
サ
イ
ト
が
閲
覧
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

2
Z
及
び
そ
れ
に
類
す
る
技
術
に
対
す
る
評
価
に
関
し
て
、
原
告
は
、
従
来
の
判
例
の
流

れ
を
継
承
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
O
司
〉
に
対
す
る
第
三
控
訴
裁
判
所
決
定
に
依
拠
し
つ
つ
、
①

E
Z
及
び
そ
れ
に
類
す
る
認
証
シ
ス
テ

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な
い
し
他
の
個
人
情
報
を
事
前
に
送
信
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ク
レ
ジ
ツ

ム
を
用
い
る
場
合
に
は
、

ト
カ

l
ド
を
所
有
し
て
い
な
い
大
人
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
こ
の
よ
う
な
情
報
を
開
示
し
た
く
な
い
大
人
、
「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
」
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
興
味
が
あ
る
こ
と
を
記
録
さ
れ
た
く
な
い
大
人
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
負
担
を
課
す
も
の
で
あ
る
こ

と
、
②
当
該
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
対
し
て
経
済
的
損
失
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
更

に
、
③

E
Z
の
認
証
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
自
体
は
無
料
で
入
手
で
き
る
も
の
の
、
(
実
際
に
認
証
シ
ス
テ
ム
が
な

け
れ
ば
)
表
現
物
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
、
を
理
由
と
し
て
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
と
大
人
の
ユ

l
ザ
の
両
方

(
必
)

に
対
し
て
(
違
憲
と
い
え
る
ほ
ど
の
)
負
担
を
課
す
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
判
決
は
、
「
厳
格
審
査
基
準
は
、
あ
る

特
定
の
商
用
サ
イ
ト
を
破
産
へ
と
追
い
や
る
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
特
定
の
表
現
形
態
を
思
想
の
自
由
市
場
か
ら
排
除
す
る
危
険

(
灯
)

性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
、
の
O
旬
、
戸
に
対
す
る
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
東
部
地
区
連
邦
地
裁
決
定
の
判
示
部
分

を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、

2
Z
シ
ス
テ
ム
自
体
は
思
想
の
自
由
市
場
か
ら
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、

zz
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及
び
そ
れ
に
類
す
る
認
証
シ
ス
テ
ム
を
用
い
さ
せ
る
こ
と
自
体
は
、

(
川
崎

)(ω)

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
対
す
る
過
度
な
負
担
を
課
す
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
判
決
は
、
商
用
サ
イ
ト
に
対
し
て
過
度
な
負
担
を
課
す
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
ア
ク
セ
ス
す
る
者

へ
の
負
担

(σ
口三

g)
に
つ
い
て
は
別
途
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
の
送
信
に
係
る
信

頼
性
の
問
題
と
と
も
に
、

E
Z
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用
記
録
が
残
り
、
そ
れ
を
嫌
が
る
大
人
の
ユ

l
ザ
が
ア
ク
セ
ス
し
な
く
な

る
こ
と
か
ら
、
(
耳
Z
シ
ス
テ
ム
は
商
用
サ
イ
ト
に
対
し
て
萎
縮
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
が
)
ユ
ー
ザ
に
対
し
て
、
そ
れ
ら

(
印
)

の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
す
る
意
思
を
萎
縮
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
判
決
に
お
い
て
は
、
サ
イ
ト
と
大
人
の
ユ

ー
ザ
の
両
方
に
対
す
る
負
担
で
は
な
く
、
大
人
の
ユ

l
ザ
に
対
し
て
過
度
な
負
担
を
課
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

サイパースペースと表現の自由 (4) 

更
に
、
判
決
で
は
、
州
際
通
商
条
項
違
反
の
主
張
に
対
し
て
も
、
現
在
の
技
術
で
は
、
表
現
を
行
な
う
者
の
側
で
ア
ク
セ
ス
を
効
果
的
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
当
該
条
項
の
よ
う
な
規
制
を
行
な
う
こ
と
は
、
州
際
通
商
に
対
し
て
相
当
の
負
担

(
E
Zl

(
日
)

S
E
E
-
Z
E
B
)
を
課
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
点
で
も
違
憲
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

以
上
、
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、

(
Z
H
Z
2
判
決
に
お
い
て
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
判
示
部
分
が
あ
る
に
し
て
も
)

い
ず
れ
の
裁
判
所

に
お
い
て
も
、

ほ
ほ
同
様
の
判
断
を
下
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
第

一
修
正
違
反
と
州
際
通
商
条
項
違
反
に
係
る
判
断
の
ウ
エ
イ
ト
の
置
き

方
に
は
、
若
干
の
相
違
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

す
な
わ
ち
、

2
5
8ロ
連
邦
地
裁
決
定
、
の
志
向
門
田
宮
口
町
内
。
E
S
E
-
E
C
0
5
連
邦
地
裁
決
定
に
お
い
て
は
、
両
者
を
並
列
に
捉
え
る
の
に
対

し
て
、

E
吉田
O
D

連
邦
控
訴
裁
判
所
決
定
に
お
け
る
、
「
こ
の
問
題

(州
際
通
商
条
項

筆
者
)
を
議
論
す
る
ま
で
も
な
く
、
原
告
は
、
第

(
臼
)

一
修
正
の
議
論
に
お
い
て
勝
訴
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
」
と
の

一
文
、
耳
目
Z
2
判
決
に
お
け
る
、
「
当
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
第
一
修

北j去55(4・241)1625 



説

正
(
違
反
)

~.ð‘ 
日間

の
主
張
で
勝
訴
す
る
に
は
十
分
で
あ
る
の
で
、
州
際
通
商
条
項
(
違
反
)
の
議
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
は
な
い
が
、
(
原

(日
)

告
が
主
張
し
て
い
る
の
で
)
州
際
通
商
条
項
に
つ
い
て
も
簡
潔
に
検
討
す
る
」
と
の

一
文
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
第

一
修
正
違
反
の
問
題

が
あ
く
ま
で
も
中
心
で
あ
り
、
州
際
通
商
条
項
違
反
の
問
題
は
付
加
的
な
い
し
補
強
的
な
位
置
づ
け
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、

E
S
E
判
決
は
、
こ
こ
で
検
討
を
行
な

っ
た
決
定
の
い
ず
れ
と
も
異
な
っ
て
い
る
点
で
興
味
深
い

o
F
E
r
-
判
決
で
は
、
違
憲
性
が
争
わ
れ

た
条
項
が
州
際
通
商
条
項
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
こ
の
点
の
み
の
判
断
で
、
暫
定
的
差
止
命
令
を
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
第
一
修
正
に
つ
い
て
更
に
判
断
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

o
E
S
E
判
決
型
の
州
法
が
問
題
と
な
っ
た
ケ
ー

ス
に
お
い
て
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
、
明
確
な
こ
と
を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
連
邦
法
と

州
法
と
い
う
形
式
的
な
差
異
は
あ
る
も
の
の
、

の
り
〉
お
よ
び
後
続
の

n
o
p
p
を
め
ぐ
る
違
憲
判
断
の
方
に
先
例
拘
束
性
を
強
く
認
め
た
結

果
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、

-v
白
門
担
広
判
決
以
降
、
裁
判
所
に
よ

っ
て
連
綿
と
承
認
さ
れ
て
き
た
、
州
際
通
商
条
項
違
反
の
主
張
は
、

ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
規
制
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
そ
の
他
の
規
制
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
匿
名
な
い
し
ペ
ン
ネ
ー
ム

の
使
用
、
②
商
標
権
を
持
つ
サ
イ
ト

(日
)

リ
ン
ク
を
貼
る
行
為
、
を
禁
止
し
た
州
法
を
違
憲
と
し
た
〉
の
口
』

(ぇ
。
g
G
E)
〈
-z
-
z
q、
ジ
ヤ
ン

(
日
)

ク
メ

l
ル
規
制
を
目
的
と
し
た
州
法
を
違
憲
と
し
た

F
a
g
g
〈
・
明

2
g
B
E
O円
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
販
売
を
規
制
す

(
白
川
)

る
州
法
が
違
憲
と
さ
れ
た
∞

ESσ
き
ち
〈
・
。
-
∞

g
ロO
ロ
の
ケ
l
ス
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(官。

E
oミ
ヨ
白
川

一
種
の
ハ
ン
ド
ル
ネ

l
ム
)

J¥ 

の

(
正
当
と
は
認
め
ら
れ
な
い
)

四

サ
イ
バ
ー
ス

ペ
ー
ス
原
理
論
(
レ
シ
ツ
グ
の
「
コ

l
ド
論
」
)
の
具
体
的
適
用

第
二
章
に
お
い
て
、
地
理
的
な
国
家
や
法
域
に
区
分
さ
れ
ず
に
存
在
し
、

か
っ
、
分
散
型
の
特
質
を
持
つ
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
に
対
し
て
、
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ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
制
定
法
を
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト
に
適
用
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
も
し
で
き
な
け
れ
ば
ど
の
よ
う
な
オ
ル
タ
l
ナ
テ
イ

ブ
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
を
め
ぐ
っ
て
、
法
適
用
の
前
段
階
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
原
理
論
を
検
討
し

た
。
そ
こ
で
は
、

ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
シ
ッ
グ

(
T
Z
Bロ
B
F
2
2山)

の
「
コ
ー
ド

(
。
。
号
)
論
」
な
い
し
「
四
つ
の
規
制
要
素
(
『
品
己
皇
肖
)

論
」
、
す
な
わ
ち
、
「
法
(
戸
虫
宅
)
」
、
「
(
社
会
)
規
範
(
(
∞
o
n
-
S
Z
R
B
)
」
、
「
市
場
(
冨
旬
宮
門
)
」
、
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

(〉

R
E
B
n
E
B
)」
の

四
つ
の
規
制
要
素
の
視
点
か
ら
観
察
し
た
場
合
、
表
現
行
為
な
い
し
表
現
活
動
の
制
約
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
を
中
心
に
検
討
し

た
。
レ
シ
ッ
グ
の
「
コ

l
ド
論
」
は
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
表
現
行
為
が
問
題
と
な
る
と
き
に
は
、
と
り
わ
け
、
規
制
要
素
と
し
て
の

の
役
割
が
大
き
な
地
位
を
占
め
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
の
内
実
が
、
プ
ロ
グ
ラ

「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」

マ
達
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
「
コ

l
ド
」
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
表
現
行
為
を
制
約
(
も
し
く
は
促

進
)
す
る
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
が
他
な
ら
ぬ

「コ

l
ド」

で
あ
り
、
こ
の
「
コ

l
ド
」
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
の
か
が
、
従
来
型

の
制
定
法
を
中
心
と
す
る
「
法
」

の
位
置
づ
け
と
と
も
に
問
題
に
な
る
、
と
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

サイバースペースと表現の自由 (4) 

わ
が
国
の
学
説
に
お
い
て
も
、
「
コ

l
ド
」
に
つ
い
て
、

レ
シ
ッ
グ
に
よ
る
理
解
と
同
期
を
な
す
も
の
が
現
れ
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
園

田
寿
教
授
は
、
「
こ
の
よ
う
な
問
題
(
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
規
制
を
指
す
|
筆
者
)

の
場
合
、
ど
の
程
度
ま
で
法
的
な
規
制
が
有
効
な

の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
も
そ
も
、
人
間
の
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
場
合
、

二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
物
理
的
な

方
法
。
も
う
一
つ
は
言
葉
に
よ
る
規
制
で
す
。
物
理
的
な
規
制
と
い
う
の
は
、
有
無
を
い
わ
さ
ず
強
制
的
に
さ
せ
て
、
行
動
を
規
制
す
る
こ

(
幻
)

と
で
す
。
も
う

一
つ
は
言
葉
の
意
味
を
理
解
さ
せ
、
意
味
に
従
わ
せ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
」
と
述
べ
、
物
理
的
な
(
「
コ

l
ド」

に
よ
る
)
規
制
と
言
葉
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
(
「
法
」
規
制
)
の
区
分
を
明
示
的
に
行
い
、
更
に
、
「
社
会
の
変
化
が
急
激
で
あ
る
と
き
、

解
釈
に
よ
る
適
用
の
限
界
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
国
家
主
権
を
基
礎
に
し
た
地
理
的
な
法
域
と
い
う
点
を
考
え
て
も
、
従
来

の
法
規
制
に
は
規
範
的
な
限
界
が
あ
る
の
で
あ
り
、
も
し
も
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
対
す
る
規
制
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
技
術
的
な
も
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説

の
、
と
く
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全
体
に
関
係
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
問
題
に
収
紋
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
あ
た
か
も
日
本
の
自
動
車
が

(mOZ)
に
よ
っ
て

一
八
0
キ
ロ
前
後
に
な
れ
ば
自
動
的
に
燃
料
が
カ
ッ
ト
さ
れ
あ

い
わ
ゆ
る
リ
ミ
ッ
タ
!
と
呼
ば
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

雪d.
n岡

る
い
は
点
火
が
停
止
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
。
サ
イ
バ
ー
ス

ペ
ー
ス
に
妥
当
す
る

(
回
)

ア
な
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
に
お
け
る
規
制
に
あ
っ
て
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、

(印
)

れ
ば
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
を
決
定
す
る

「
コ
1
ド
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
刑
)
法
と
は
、
実
は
ソ
フ
ト
ウ
エ

レ
シ
ツ
グ
の
用
語
に
よ

ま
た
、
古
い
も
の
で
は
、
奥
平
康
弘
教
授
が
、

一
九
七
0
年
代
社
会
を
「
情
報
化
社
会
」
と
命
名
し
、
未
来
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
好
ん
で

論
ず
る
風
潮
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
文
章
の
中
で
、
「
『
情
報
社
会
』
論
者
が
手
ぱ
な
し
で
、
未
来
社
会
を
か
コ
ン
ピ
ュ
ー
ト
ピ
ア
。
と
呼
び
、

ば
ら
色
で
え
が
き
札
讃
し
て
み
せ
て
く
れ
る
の
に
は
、
批
判
的
に
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
れ
ら
の
か
コ
ン
ピ
ュ

ー
ト
ピ
ア
。
に
、
逆

(ω
)

(

飢
)

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
ハ

ッ
ク
ス

リ
l
の
「
み
ご
と
な
新
世
界
』
や
オ
l
ウ
エ
ル
の
「

一
九
八
四
年
」
な
ど
を
、
オ
ー
ム
が
え
じ
に
対
置
さ

せ
よ
う
と
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
む
し
ろ
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
知
識
・
情
報
に
か
ん
す
る
技
術
開
発
が
、
潜
在
的
客
観
的
に
有
す
る
人
類

一
般
の
た
め
の
価
値
を
、
そ
の
と
き
ど
き
の
開
発
段
階
に
お
い
て
正
確
に
-認
識
し
、
そ
の
価
値
に
ふ
さ
わ
し
い
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
よ
う

(臼
)

に
、
ま
え
む
き
で
取
り
く
ん
で
ゆ
く
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
表
現
の
自
由
の
質
的
量
的
増
大
を
も
た
ら
す
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
ス
領
域
に

お
け
る
技
術
に
つ
い
て
も
法
学
者
が
「
理
解
」
し
、
そ
の
技
術
を
法
律
論
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
く
必
要
性
を
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

奥
平
教
授
の
議
論
も
、
(
園
田
教
授
の
議
論
の
よ
う
に
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
そ
の
も
の
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
が
)
技
術
H
サ
イ

パ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
を
決
定
す
る

「
コ
l
ド
」
と
解
す
れ
ば
、
そ
の
議
論
の
根
う
こ
は
同
じ
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

(臼
)

れ
る
。

こ
こ
で
は
、
サ
イ
バ
ー
ス

ペ
ー
ス
上
の
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
を
決
定
す
る
「
コ

l
ド
」
が
、

ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
規
制
に
あ
た
っ
て

ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
を
検
討
す
る
。
現
在
、
発
展
途
上
の
「
コ

l
ド
」
と
既
存
の
刑
事
罰
を
伴
っ
た
「
法
」
と
の
関
係
を
検
討
す
る
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(
悩
)

こ
と
は
、
「
依
然
と
し
て
サ
イ
バ
ー
世
界
の
法
律
問
題
の
ひ
と
つ
と
い
え
」
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
コ

l
ド
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、

個
々
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
上
に
、
あ
る
い
は
、
サ
ー
バ

ー
上
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
、

ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
い
し
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
指
す
。
も
ち
ろ
ん
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
上
の
「
コ

l
ド
」
は
こ
れ
だ
け
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
に
も
、

ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
あ
り
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
あ
り
、
冨

3
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
等
も
あ
り
、
こ
れ
ら
も
、

シ
ツ
グ
が
懸
念
す
る
「
コ

l
ド
」
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
も
っ
と
も
今
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
に
お
け
る
表

現
内
容
を
規
制
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

(
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
)
を
中
心
に
見
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

[
ニ
「
コ

l
ド
」
と
し
て
の
ブ
ロ

ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

サイパースペースと表現の自由 (4) 

(侃
)

最
初
に
、

「コ

l
ド
」
と
し
て
の
ブ
ロ

ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
機
能
を
見
て
お
き
た
い
。
現
在
、
数
多
く
の
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト

(ω) 

ウ
エ
ア
が
利
用
可
能
で
あ
り
、
そ
の
代
表
例
と
し
て
は
、
∞
己『
雪
国
門
吾
、
の
ち

2
3
5一、
の
寺
町
『
師
三
句
、
×
'
ω
g
Z寺
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

(U
)
 

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
よ
っ
て
細
か
い
仕
様
は
異
な
る
も
の
の
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
「
問
題
の
あ
る
」
表
現
へ
の
ア
ク
セ

は
い
ず
れ
も
、

(
表
示
さ
れ
る
サ
イ
ト
の
中
の
文
字
を
自
動
的
に
検
索
し
、
問
題
と
な
る
言

(
印
叩
)

葉
(
例
え
ば
、
回
虫
や

σ『2
2
等
)
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
サ
イ
ト
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
技
術
)
と
サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ

ス
を
遮
断
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

キ
ー
ワ
ー
ド
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ

間
の
手
に
よ
っ
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
サ
イ
ト
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
己
目
N
F
の
も
の
は
表
示
し
な
い
よ
う
に
す

(ω
)
 

の
技
術
を
併
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
、
下
品
な

(吉
号

B
コ門
)
表
現
も
含
む
の
か
、
差
別
的
表
現

(
へ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
)
ま

る
技
術
)

で
含
む
の
か
、
あ
る
い
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
稼
働
時
間
等
ま
で
、
詳
細
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
仕
様
を
ユ

l
ザ
側
で
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

(初
)

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
、

当
初、

家
庭
に
お
い
て
親
が
子
ど
も
の
た
め
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
を
想
定 レ人
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説

(

η

)

(

η

)

 

(
子
ど
も
に
対
す
る
)
教
育
権
の
一
環
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
該
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
、
あ
く
ま
で
も
私
的
な
行
為
な
い
し
規
制
で
あ
っ
て
、
「
対
国
家
」
を
念
頭
に
置
く
憲
法
論
、
表
現
の
自
由
論

(η) 

か
ら
す
れ
ば
、
議
論
の
土
俵
に
乗
ら
な
い
も
の
で
も
あ
る
。

し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
親
の

論

こ
の
点
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
は
、

(
九
)

い
く
つ
か
の
法
的
・
技
術
的
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
①

キ
ー
ワ
ー
ド
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
は
特
定
の
言
葉
が
ペ

l
ジ
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
特
定
の

d
m
F
の
ペ
ー
ジ
全
体
を
表
示
し
な
い
よ

う
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
と
な
る
言
葉
の
チ
ェ
ッ
ク
が
文
脈
を
考
慮
せ
ず
に
機
械
的
に
行
わ
れ
る
た
め
に
、
本
来
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る

は
ず
の
な
い
ベ

l
ジ
ま
で
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
ケ
l
ス
が
あ
る
こ
と
、
②
サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
入
手
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
が

(
万
)
(
苅
)

行
わ
れ
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
ペ

l
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
③
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
基
準
が
業
者
に
よ
っ
て
異
な
り

(
冨
日
常
判
決
に
従
っ
て
本
当
に
違
法
な
も
の
だ
け
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
×

g
♀
か
ら
比
較
的
広
い
範
囲
で
の
ブ
ロ
ァ
キ
ン

(
行
)

グ
を
行
、
つ
の
可

z
a
E
R
等
が
あ
る
)
、
更
に
、
④
こ
れ
ら
の
判
定
は

一
民
間
企
業
に
す
ぎ
な
い
各
社
が
「

一
方
的
に
」
行
っ
て
い
る
こ
と
、

⑤
問
題
の
な
い
ペ

l
ジ
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
サ
イ
ト
の
作
成
者
が
法
的
に
争
う
こ
と
が
難
し
い
こ
と

(
私
人
間
の
争
い
に
な
る

た
め
)
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
技
術
的
欠
陥
を
補
う
も
の
と
し
て
提
案
さ
れ
た
の
が
、
苫
の
∞

(宝釦
丹
念
『
包
含
ニ
コ
5
2
2
n
g
S
E
r
-
m
n
E
Cロ)

(
明
日
)

で
あ
る
。
こ
の

2
2山
は
、
(
主
と
し
て
ウ
ェ
ブ
上
の
)
表
現
内
容
に
レ
イ
テ
イ
ン
グ
を
行
な
う
た
め
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
を
行
な
い
、
そ
の
当
該
情
報
を
ブ
ロ
ツ

(

乃

)

(

別

)

ク
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
技
術
で
あ
り
、
そ
れ
を
利
用
す
る
形
で
、
非
営
利
団
体
の
河
川
山
〉
の

(
m
R
B
S
o
E
-
r
p
Z
5
h
E
i
s々
の

oEn--)

は
ペ

l
ジ
の
内
容
を
暴
力
、
裸
体
、
性
、
言
葉
の
四
つ
の
観
点
を
五
段
階
で
評
価
す
る
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

(

幻

)

(

位

)

い
る
。
こ
の
冨
の
∞
で
は
、
複
数
の
種
類
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
を
(
そ
の
ペ

l
ジ
の
作
者
に
限
ら
ず
、
第
三
者
も
)
行
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

(
幻
)

ま
た
、
受
け
手
は
ラ
ベ
リ
ン
グ
を
行
な
っ
た
主
体
を
選
択
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
最
も
適
し
た
「
コ

1
ド
」
に

閉山∞〉
(
U
H
)

を
提
案
し
て

北法55(4.246)1630



(
制
)

よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
宮
内
ω
に
対
し
て
も
次
の
点
が
指
摘
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
第

一
に、

ウ
エ
ブ
上
の
サ
イ
ト
を
管
理
す
る
者
に
(
何
ら
か
の
強
制

力
を
持
っ
た
形
で
)

セ
ル
フ
レ
イ
テ
イ
ン
グ
(
目
立
『
E
EE
m
H
ペ
l
ジ
の
作
成
者
が
自
ら
レ
イ
テ
イ
ン
グ

(
ラ
ベ
リ
ン
グ
)
を
行
な
う
こ
と
)

を
行
な
わ
せ
る
場
合
に
は
、
表
現
行
為
の
強
制
と
な
り
、
こ
の
領
域
に
あ
っ
て
は
、
厳
格
審
査
基
準
に
よ
り
審
査
さ
れ
る
と
し
た

E
-ミ
〈
・

(お
)

(
鉛
)

Z
呂
。
E-
H
u
a
R邑
O
ロ
。
ご
町四回
ZF
E
C『
Z
0
2
z
n
R
O]区
白
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
こ
と
。
第
二
に
、
(
自
主
的
な
形
で
)
セ
ル
フ
レ
イ
テ
イ

ン
グ
を
行
な
わ
せ
る
場
合
に
は
、
ど
れ
だ
け
の
者
が
セ
ル
フ
レ
イ
テ
イ
ン
グ
を
行
な
う
か
疑
問
で
あ
り
、
ま
た
、
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
行
な
わ

(幻
)

れ
て
い
な
い
サ
イ
ト
の
す
べ
て
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
と
の
設
定
を
前
提
と
す
れ
は
、
問
題
の
あ
る
表
現
を
含
む
サ
イ
ト
管
理
者
が
、
わ
ざ
わ
ざ

セ
ル
フ
レ
イ
テ
イ
ン
グ
を
行
な
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
生
じ
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

セ
ル
フ
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
は
、
問
題
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
セ
ル
フ
レ
イ
テ
イ
ン
グ
に
限
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
o

宮
内
ω
は
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
ベ

l
ジ
の
作
成
者
に

限
ら
ず
、
第
三
者
に
よ
る
レ
イ
テ
イ
ン
グ
を
も
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り

(ゆ
え
に
、

重
層
的

(B
ZP
Z
F
R
a
)
に
存
在
す
る
)
、
セ
ル
フ

サイパースペースと表現の自由 (4) 

レ
イ
テ
イ
ン
グ
に
問
題
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
宮
内
∞
に
よ
る
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
自
体
が
欠
陥
を
持
つ
も
の
と
は
い
え
な
い
。

(
mm
)

(

鈎
)

第
三
に
、
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
、
国
家
レ
ベ
ル
で
(
特
に
、
レ
シ
ッ
グ
は
情
報
規
制
に
熱
心
な
中
国
、
シ
ン
カ
ポ

l
ル
に
お
い
て
、
国
家
に

(ω
)
 

よ
る
検
閲
の
代
用
品
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
危
倶
し
て
い
る
)
、

会
杜
レ
ベ
ル
で

(社
員
に
対
し
て
特
定
の
情
報
を
与
え
な
い
た
め
に
)
、

用
」
さ
れ
る
恐
れ
を
指
摘
し
、

(
異
論
が
出
さ
れ
る
よ
う
な

(8
5
6
5『
5
3
ペ
ー
ジ
を
見
せ
な
い
た
め
に
)
「
悪

(
引
)

レ
シ
ッ
グ
は
苫
の
∞
も
問
題
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
レ
シ
ツ
グ
が
あ
げ
て
い
る
よ
う
な
問
題
は
、

あ
る
い
は
、
公
立
図
書
館

3
5
r
t官
民
可
)

や
学
校
で

運
用
次
第
で
解
消
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
レ
イ
テ
イ
ン
グ
は
あ
く
ま
で
も
未
成
年
の
保
護
と
見
た
く
な
い
者
の
保
護
の
た
め
に
だ
け

利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
利
用
に
限
定
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
問
題
は
、
「
シ
ス
テ
ム
の

(位
)

構
築
」
に
あ
た
っ
て
、

憲
法
的
価
値
を
ど
れ
だ
け
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
本
稿
の
最
初
に
紹
介
し
た
高
橋
論
文
が
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説

的
確
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
新
し
い
基
底
的
メ
デ
ィ
ア
」
た
る
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
に
、
表
現
の
自
由
と
い
う
憲
法
上
の
価
値
を
盛

(幻
)

り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「コ

l
ド
」
と
い
う
未
知
の
物
体
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
従
来
の
規
制
枠
組
み
の
中
に
「
コ

ー
ド
」
の
集
合

(
似
)
(
何
)

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
に
よ
る
規
制
を
取
り
込
ん
で
の
「
再
構
成
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

論

「
再
構
成
」
の
試
案
の
検
討
に
先
立
っ
て
、

「
コ
l
ド」

が
今
ま
で
の
裁
判
に
お
い
て
、
二
つ
の
次
元
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に

し
て
お
き
た
い
。
違
憲
審
査
基
準
の
適
用
に
際
し
て
「
コ

l
ド
」
が
用
い
ら
れ
る
場
合
(
ワ
己
)
と
、
「
コ

l
ド
」
そ
れ
自
体
が
違
憲
審
査

の
対
象
と
な
る
場
合
(
[三
])
で
あ
る。

[二
]
法
規
制
に
お
け
る

「コ

l
ド
」
(
違
憲
審
査
基
準
の
適
用
に
際
し
て
の

「
コ
ー
ド
」
)

既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
従
来
の
判
例
に
お
い
て
「
コ

l
ド
」
が
登
場
し
た
の
は
、
主
と
し
て
こ
の
領
域
で
あ
っ
た
。
従
来
の
判
例
は
、

「
コ
l
ド」

に
よ
る
規
制
(
自
体
)

の
違
憲
性
が
争
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ

ー
ス
に
お
け
る
表
現
内
容
規
制
立
法
の
違
憲
性

判
断
(
こ
の
領
域
に
は
厳
格
審
査
基
準
(
∞

5
nz
ng
g『
)
、
す
な
わ
ち
、
①
政
府
に
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
が
あ
る
こ
と
、
②
当
該
法
律
は

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
精
密
に
調
整
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
が
適
用
さ
れ
る
)
に
お
け
る

一
判
断
要
素
と
し
て
「
コ

l
ド
」
が

(%
)
 

用
い
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
点
が
顕
著
に
現
れ
る
の
が
、
の
。
司
〉
に
対
す
る
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
東
部
連
邦
地
裁
決
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

(
リ

O
苛
〉
が
そ
の
立
法
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
精
密
に
調
整
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
親
が
自
発
的
に
イ
ン
ス

ト
l
ル
す
る
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
、

サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
上
の
「
未
成
年
に
と

っ
て
有
害
な
」
表
現
か
ら
子
ど
も
を
保
護
す
る

と
い
う
政
府
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
よ
り
制
限
的
で
な
い
他
の
選
び
う
る
手
段
が
、
こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
以

外
に
あ
る
か
否
か
の
判
断
を
行
な
い
、
こ
れ
ら
は
技
術
的
に
は
ま
だ
未
熟
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
の
、
四
0
ド
ル
程
度
の
金
額
で
利
用

で
き
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
及
び

Z
G
以
外
の
プ
ロ

ト
コ
ル
を
カ
バ

ー
し
て
い
る
点
で

のO司
〉
よ
り
も
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(
肝
)

優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
円
U
O
司
〉
は
違
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
コ

l
ド
」
は
、
表
現
内
容
規
制
立
法
の
違
憲
審
査
を
行

な
う
に
あ
た
っ
て
、

二
つ
目
の
プ
ロ
ン
グ

で
あ
る
、
「
当
該
法
律
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
精
密
に
調
整
さ
れ
た
も
の
で

(
m
m
)

(
ω

)
 

あ
る
こ
と
」
を
判
断
す
る
た
め
の
試
験
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(
も
『
。
口
開
)

た
だ
、
「
コ

l
ド
」
は
表
面
上
、
試
験
紙
の
役
割
し
か
担
っ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
に
、
裁
判
に
お
け
る
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
「
法
」
の
独
り
芝

居
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
舞
台
裏
か
ら
み
れ
ば
、
既
に
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
法
規
制
H

「法
」
、
自
主
規
制
H

「コ

l
ド」、

(問
)

「
(
社
会
)
規
範
」
と
い
う
図
式
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
レ
シ
ツ
グ
の
「
四
つ
の
規
制
要
素
論
」
は
、

(
則
)
(
印
)

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
規
制
要
素
を
観
察
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。

い
ち
早
く
、
舞
台
裏
の
側

サイバースペースと表現の自由 (4) 

[
三
]
法
規
制
の
代
案
と
し
て
の
「
コ
ー
ド
」
(
「
コ

ー
ド
」
自
体
の
違
憲
審
査
)

し
か
し
、
今
度
は
、
表
現
内
容
規
制
立
法
の
違
憲
審
査
に
お
け
る
試
験
紙
的
役
割
と
し
て
で
は
な
く
、
「
コ
!
ド
」
そ
の
も
の
が
、
違
憲

つ
ま
り
、
憲
法
上
の
権
利
で
あ
る
表
現
の
自
由
を
守
り
つ
つ
、
下
品
な
表
現
か
ら
子
ど
も
を
守
る
と

審
査
の
祖
上
に
あ
が
る
こ
と
に
な
る
。

や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
利
益
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
「
コ

ー
ド
」
が
裁
判
の
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
問
)

レ
シ

ッ
グ
を
は
じ
め
と
す
る
論
者
は
、
こ
の
点
を
見
落
と
し
て
い
る
が
、
「
コ

l
ド
」
が
裁
判
の
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
す
る
に
伴
い
、

従
来
、
舞
台
裏
に
お
い
て
純
然
た
る
自
主
規
制
と
し
て
機
能
し
て
き
た
「
コ
ー
ド
」
が
分
化
し
、
①
旧
来
型
の
自
主
規
制
と
し
て
の
「
コ
l

(
刷
)

ド
」
な
い
し
、
「
私
的
セ
ン
サ
ー

(
8
5
2
)
」
と
し
て
の
「
コ

l
ド
」
と
は
別
に
、
②
「
コ
ー
ド
」
が
「
法
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
使
用
を
強

(
防
)

制
さ
れ
る
ケ
l
ス
(
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
の
「
コ

l
ド
」
)
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
ケ
1
ス
と
し
て
は
、
公
立
図

書
館
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
使
用
を
ル
l
デ
ユ
|
ン
郡
図
書
館
委
員
会
が
規
則
に
よ
り
強
制
し
た
富
岳
民
可
2
2
E午

(
刈
)

仏

0
5
〈
・
切

O
R
a
o内
J
P
E円
0
2
0士
宮
戸
O
E
o
g
n。
ロ
コ
々
ピ
耳
目
円
可

が
あ
げ
ら
れ
る
o
r
o
E
0
5
判
決
の
内
容
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、
こ
の

ぃ、っ、
ま
た
、
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説

判
決
は
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
採
用
し
て
い
る
他
の
公
立
図
書
館
の
み
な
ら
ず
、
公
立
学
校
、
州
立
大
学
、
役
所
等
に
も
影
響

(
問
)

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、

::::-b. 
員同

一
つ
の
郡
に
お
け
る
「
コ

l
ド
」
に
よ
る
規
制

(
を
目
的
と
し
た
ポ
リ
シ
ー
)
を
違
憲
と
し
た
連
邦
地

裁
支
部
の
判
断
が
直
ち
に
全
米
中
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

Z
E
05
判
決

の
厳
格
審
査
基
準
を
導
く
論
理
は
他
の
裁
判
所
に
対
す
る
先
例
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
同
様
の
規
制
を
目
的

(鵬
)

の
司
法
判
断
に
お
い
て
も
先
例

と
す
る
連
邦
法
で
あ
る
子
ど
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保
護
法
(
の
E
E円
g
〆
Z
5
2
2
同

4
0
8
8
0ロ
〉

n
r
Q司
〉
)

と
し
て
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と

F
。E
0
5
判
決
の
影
響
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。
そ
の

た
め
、
②
の
ケ
ー
ス
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
①
の
自
主
規
制
と
し
て
機
能
し
て
き
た
「
コ

l
ド
」
の
射
程
も
ま
た
明
確
化
す
る
と
い

う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

[
四
]
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」

の

「再
構
成
」
試
案

次
に
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
の
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」

の
基
を
な
す
「
コ

l
ド
」
を
ど
の
よ
う
に
「
再
構
成
」
し
て
位
置
づ
け
る
の
か
が

問
題
と
な
る
。
「コ

l
ド
」
が
機
能
分
化
し
て
い
る
の
は
今
見
た
通
り
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
「
公
的
セ

ン
サ
ー」

/「
私
的
セ
ン
サ
ー
」

を
分
け
て
一
つ
の
分
析
基
軸
と
し
、
も
う
一
つ
の
軸
を
「
コ

ー
ド
」
の
技
術
の
相
違
か
ら
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

(
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
)
/
苫
の
∞
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

(a)
「公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド」

(
a
l
一

)

ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
の
場
合

こ
の
領
域
に
は
、

FoE
0
5
判
決
の
判
示
部
分
が
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
。
「
法
」
が
後
方
に
控
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
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グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が

「公
的
」
場
面
で
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
規
制
要
素
と
し
て
機
能
す
る

「
コ
l
ド
」
の
違
憲
審
査
な
い
し
、
そ
の
使

用
を
強
制
す
る
「
法
」
の
違
憲
審
査
に
あ

っ
て
は
、
厳
格
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
、
少
な
く
と
も
、
今
の
技
術
水
準
を
前
提
と
し
た
F
OE
S

(問
)

号
E
判
決
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
使
用
は
違
憲
と
な
る
の
が
学
説
を
含
め
た
大
方
の
見
方
で
あ
る
。
学
説
の
中
に
は
、

FoE
05
判
決
以
降
、

「
よ
り
制
限
的
で
な
い
手
段
」
と
し
て
、

一
八
歳
未
満
の
ユ

l
ザ
と
一
八
歳
以
上
の
ユ

ー
ザ
と
を
区
別
し
、

一
八
歳
未
満
の
ユ

!
ザ
に
加
え

て

一
八
歳
以
上
で
も
希
望
す
る
ユ

l
ザ
に
対
し
て
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
さ
せ
る
規
則

(川
)

を
採
択
す
る
公
立
図
書
館
が
増
加
し
て
い
る
点
を
捉
え
て
、
規
則
が
合
憲
と
な
る
可
能
性
を
示
す
も
の
も
あ
る
。
こ
の
主
張
は
確
か
に
、
大

人
も
含
め
て
す
べ
て
の
ユ

ー
ザ
に
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
せ
る
こ
と
を
強
制
し
た
、

の
規
則
よ
り
も
「
よ
り
制
限
的
で
な
い
手
段
」
と
は
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ

を
も
っ
て
、
こ
の
選
択
的
な
規
則
が
違
憲
審
査
基
準
を
ク
リ
ア
ー
す
る
、
「
よ
り
制
限
的
で
な
い
手
段
」
で
あ
る
と
の
保
障
は
な
い
。
少
な

ル
l
デ
ュ

l
ン
郡
図
書
館
(
戸

OE
05
の
og
q

E智
昭
三

く
と
も
、

「よ
り
制
限
的
で
な
い
手
段
」

サイパースペースと表現の自由 (4) 

で
あ
る
か
否
か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
性
能
、
す
な
わ
ち
、

ど
の
内
容
を
含
む
サ
イ
ト
ま
で
ブ
ロ
ッ
ク
し
、
あ
る
い
は
ブ
ロ

ッ
ク
し
な
い
の
か
も
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
性
能
を
チ
ェ
ッ
ク
せ
ず
に
そ
の
利
用
形
態
だ
け
を
検
討
し
て
合
憲
性
を
導
く
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
欠
点
と
し
て
、
(
特
に
、

サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
場
合
)

メ
ー
カ
ご
と
の
価
値
判
断
の
下
で

ブ
ロ
ッ
ク
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
定
し
て
お
り
、
そ
の

(川
)

問
題
点
の

一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
批
判
に
対
し
て
は
、
そ
の
リ
ス
ト
を
積
極
的
に
公
開
し
て
い
る
ソ
フ
ト

(
山
)

メ
1
カ
も
あ
り
、
ま
た
、
(
仕
様
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
)
(
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
サ
イ
ト
の
)

リ
ス
ト
は
営
業
上
の
秘
密
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

ユ
ー
ザ
側
で
選
択
的
に
規
制
対
象
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
多
い
こ
と
か
ら
、
批
判
は
的
を
得
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
確
か
に
、
サ
イ
ト
ブ
ロ

ッ
キ
ン
グ

(の
判
断
)

北法55(4・251)1635 



説

(川
)

を
入
手
に
行
な
わ
せ
る
以
上
、
そ
の
恋
意
性
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
場
合
に

は
、
あ
く
ま
で
も
司
法
判
断
が
及
び
、
か
っ
、
そ
の
判
断
に
は
厳
格
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
合
憲
と
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ

キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
(
リ
憲
法
上
制
約
が
許
さ
れ
る
表
現
の
み
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
)
が
出
現
す
る
の
も
そ
う
遠
い
こ
と
で

主"H聞

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
、
ぜ
な
ら
、

メ
ー
カ
に
と
っ
て
も
自
社
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
、
公
立
図
書
館
や
公
立
学
校
で
採
択
さ
れ
る
か
ど

(
川
)

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
に
は
、
「
市
場
」
の
力
が
働
く
の
で
あ
る
。

う
か
は
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
a

一
一
)
苫
の
ω
の
場
合

従
来
、
苫
の
ω
の
技
術
は
価
値
中
立
的
な
も
の
で
あ
り
、
大
人
の
表
現
の
自
由
を
守
り
つ
つ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
子
ど
も
の
保
護
を
も
図

(川
)

で
あ
る
と
解
さ
れ
て
き
た

0
2
の
∞
は
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト

る
こ
と
が
可
能
な
「
よ
り
制
限
的
で
な
い
手
段
」

ウ
ェ
ア
に
比
べ
て
、
欠
点
の
少
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

Enω
が
「
よ
り
制
限
的
で
な
い
手
段
」
で
あ
り
、
そ
の
使
用
自
体

は
合
憲
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
レ
ベ
ル
の
選
択
な
い
し
(
第
三
者
の
レ
イ
テ
イ
ン
グ
を
用
い
る
場
合
)
ラ
ベ
リ
ン
グ
を
行
な
う
主
体
の
選

(川
)

択
の
問
題
は
依
然
と
し
て
残
る
。
こ
こ
で
は
、
憲
法
上
、
そ
の
表
現
の
保
障
が
与
え
ら
れ
な
い
領
域
に
限
っ
て
レ
イ
テ
イ
ン
グ
を
行
な
っ
て

い
る
セ
ッ
ト
が
選
択
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
越
え
た
表
現
を
規
制
す
る
よ
う
な
セ
ッ
ト
を
選
択
し
て
い
る
場
合
(
例
え
ば
、
フ
イ

ル
タ
リ
ン
グ
の
対
象
と
し
て
、
差
別
的
表
現
を
含
む
よ
う
な
セ
ッ
ト
の
選
択
を
行
な
っ
て
い
る
等
)
に
は
、
そ
の
セ
ッ
ト
の
選
択
自
体
が
違

憲
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
の
セ
ッ
ト
の
選
択
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
結
果
は
表
現
内
容
規
制
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厳
格
審
査

基
準
が
適
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
「
積
極
的
」
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

(山
)

一
部
同
意
・
一
部
反
対
意
見
に
お
い
て
、
オ
コ
ナ
l (
E勺
O
岳
芝
刊
3
5
c呂
田
『
由
席
ヨ
)
と
し
て
機
能
す
る
苫
の
ω
は
、
の
り
〉
連
邦
最
高
裁
判
決
の

(ω
g仏
門
阻
む
々
。
"
の
O
ロロ。円
)
裁
判
官
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
「
ア
ダ
ル
ト
・

ゾ
l

北法55(4・252)1636



(凶
)

一
種
の
ゾ

l
ニ
ン
グ
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
ゾ

l
ニ
ン
グ

サイパースペースと表現の自由 (4) 

ン
」
を
設
定
す
る
ゾ

1
ニ
ン
グ
立
法
で
あ
る
と
見
た
の
と
同
様
に
、

法
)
は
、
禁
じ
ら
れ
た
表
現
物
を
読
む
権
利
自
体
を
子
ど
も
が
持
っ
て
お
ら
ず
、
か
っ
、
大
人
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
て
い
な
い
場
合
に
の

(
川
)

み
合
憲
と
さ
れ
る
。
表
現
内
容
規
制
立
法
た
る
の
り
〉
や
向
。
匂
〉
は
、
子
ど
も
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
と
同
時
に
大
人
の
ア
ク
セ
ス
を
も

制
限
し
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
、
合
憲
と
さ
れ
る
「
ア
ダ
ル
ト
・
ゾ

l
ン
」
を
設
定
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
内
容
規
制

(m)

(問
)

(
印
)

立
法
を
擁
護
す
る
側
か
ら
は
、

Q
E
Z
a
判
決
や
窓
口
円
。
ロ
判
決
等
が
正
当
化
根
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
合
憲
と
さ
れ
た

。
百
号
伺
お
判
決
で
は
、
(
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
)
売
り
手
が
買
い
手
の
年
齢
を
確
認
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
(
サ
イ

バ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
は
)
大
人
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
な
い
形
で
年
齢
確
認
を
行
な
う
こ
と
が
難
し
く
、
ま
た
、
年
齢
確
認
が
う
ま
く
い
か
な

(
凶
)

い
と
こ
ろ
で
法
規
制
を
行
な
っ
て
し
ま
う
と
、
表
現
者
は
、
処
罰
を
恐
れ
て
自
己
検
閲
(
丘
小
2
5
0
5己
)
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。

更
に
、

m
g
zロ
判
決
で
は
、
成
人
向
け
映
画
館
(
包
三
円
吾
2
8
5
の
設
置
に
よ
っ
て
犯
罪
が
増
加
す
る
等
の
二
次
的
影
響
に
よ
り
(
物
理

的
空
間

(
Z
3
-
s
r
3
8
)
で
あ
る
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
)
ゾ
l
ニ
ン
グ
規
制
を
支
持
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、

二
次
的
影
響
の
存
在

(
印
)

と
と
も
に
、
大
人
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
て
い
な
い
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
。

(立

サ
イ
バ
ー
・
ゾ

l
ニ
ン
グ

従
来
型
の
表
現
内
容
規
制
立
法
を
前
提
と
す
る
と
、

(円寺
R
N
O
D
-
-
伝
)
を
合
憲
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し

か
し
、

Enω
に
よ
り
ゾ

l
ニ
ン
グ
を
行
な
っ
た
場
合
、
合
憲
と
な
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
①

2nω
を
用
い
た
場

合
、
子
ど
も
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の
場
合
の
み
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
、
大
人
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の
場
合
は
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
起

訴
を
恐
れ
て
自
ら
の
サ
イ
ト
を
検
閲
さ
せ
る
よ
う
な
委
縮
的
効
果
(
与
豆
諸
色
彩
2
)
も
生
じ
な
い
こ
と
。②
苫
内
ω
を
用
い
た
サ
イ
バ
ー
-

(
印
)

ゾ
l
ニ
ン
グ
は
、
(
子
ど
も
に
対
す
る
害
な
ど
の
)
表
現
の
二
次
的
影
響
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
規
制
は
子
ど
も
に
見
せ
な
い

た
め
だ
け
の
ゾ
1

ニ
ン
グ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
上
で
見
た
よ
う
な
問
題
点
を

znω
は
ク
リ
ア
す
る
の
で

あ
る
。
更
に
、
苫
{
リ
ω
を
用
い
る
利
点
と
し
て
、
③

2
n∞
な
い
し
冨
内
∞
全
体
の
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
は
、
ウ
エ
ブ
作
成
者
に
対
し
て
経
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説

済
的
負
担
を
課
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
。
こ
の
点
は
、
の
O
句
〉
連
邦
地
裁
決
定
が
-認
定
し
て
い
る
よ
う
に
、

三
百
ド
ル
か
ら
数
千
ド
ル
か
か

(凶

)

(

m
)

る
と
さ
れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
認
証
シ
ス
テ
ム
と
は
、
対
照
的
で
あ
る
。
④
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
用
い
な
い
「
ア

l
キ
テ
ク
チ

(邸
)

ヤ
」
で
あ
る
以
上
、
匿
名
性
が
守
ら
れ
る
こ
と
。
こ
こ
に
お
け
る
匿
名
性
は
、
第
一
修
正
か
ら
導
か
れ
る
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
。
⑤
イ
ン

ーム
白岡

タ
l
ネ
ッ
ト
上
の
表
現
物
は
国
外
か
ら
も
流
入
し
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
が
普
遍
的
な
コ
ー
ド

(EF〈
四
円

E
g骨
)

で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
が
容
易
で
あ
り
、
ま
た
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
な
い
サ
イ
ト
を

一
括
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
等

が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
政
府
の
役
割
は
、
あ
く
ま
で
も
、
置
の
ω、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
中
心
と
す
る
「
コ
ー
ド
」
技
術

の
促
進

・
普
及
、
お
よ
び
、
「
コ

l
ド
」
運
用
の
円
滑
化
等
に
限
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
a
)
の
領
域
で
は
、
「
法
」
と

「
コ
ー
ド
」

が
連
結
し
た
一
つ
の
規
制
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
「
法
」
、
「
コ

l
ド
」
が
独
自
に
機
能
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
「
コ

l

の
役
割
が
狭
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
法
」

ド
」
が
冨
の
∞
の
よ
う
に
有
効
に
機
能
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
「
法
」

の
出
番
が
全
く
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
の
「
法
」
の
役
割
は
、
宮
内
ω
を
含
む
ブ
ラ
ウ
ザ
ソ
フ
ト
や
ブ
ロ
ァ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト

(
悶
)

メ

l
カ
や
プ
ロ
パ
イ
ダ
に
命
じ
る
法
律
の
よ
う
に
、
規
制
要
素
と
し
て
の
「
コ
ー
ド
」
を
側
面
か
ら
支
え
る
も
の
に
限

ウ
エ
ア
の
配
布
を
、

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(b
)
「
私
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド」

こ
の
領
域
に
お
い
て
、
自
ら
の
意
思
、
あ
る
い
は
親
の
意
思
に
よ
り
ブ
ロ

ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
冨
(
日
ω
技
術

(m
)
 

を
用
い
た
ブ
ラ
ウ
ザ
ソ
フ
ト
を
用
い
る
こ
と
は
、
憲
法
論
の
土
俵
に
の
ら
な
い
議
論
で
あ
り
、
ま
た
、
親
の
教
育
権
の
観
点
か
ら
も
正
当
化

レ
シ

ツ
グ
は
、
こ
の
領
域
に
お
い
て
こ
そ
「
コ

l
ド
」
が
問
題
に
な
る
と
い
う
。

さ
れ
る
、
と
い
う
の
が
従
来
の
議
論
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
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レ
シ
ツ
グ
は
、

「
コ
l
ド
」
が
生
み
出
す

「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
が
「
法
」
な
ど
と
同
様
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
表
現
内
容
規
制
を

行
な
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

レ
シ
ッ
グ
の
警
鐘
の
根
底
に
は
、
「
コ

l
ド
」
が
プ
ロ
グ
ラ
マ
達
の
価
値
判
断
に
よ
り
、
自
ら
考
え
る
価
値
を
外
部
か
ら
コ
ン
ト
ロ

ー
ル

で
き
な
い
形
で
書
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
の
危
機
感
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
第
二
章
で
検
討
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
コ

ー
ド
」

コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
司
法
審
査
以
外
の
手
法
で
も
、
①

「
コ
ー
ド
」
を
書
き
換
え
る
に
際
し
て
の
動
機
の
多
様
性
、
な
い
し
、
そ
の
動
機
の
多

様
性
か
ら
生
じ
る
力
学
の
複
雑
さ
の
存
在
、
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
等
の
標
準
化
に
お
け
る

Z
司

O
の
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
の
存
在
、
③
標
準
化
の
際
の

「コ

l
ド
」
の
寄
託
、
オ
ー
プ
ン
コ

l
ド

(
O
宮口

の
O
号
)
化
の
ル

l
ル
の
存
在
、
④
「
コ

l
ド
」

(
印
)

を
監
視
す
る
組
織
の
存
在
、
⑤
倫
理
綱
領
な
い
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
存
在
、
等
に
よ
り
可
能
で
あ
る
。
更
に
、
「
私
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て

(
限
)

機
能
す
る
「
コ

l
ド
」
に
対
し
て
、
司
法
審
査
が
直
接
に
は
及
、ば
な
い
と
し
て
も
、
「
コ
1

ド
」
そ
の
も
の
は
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て

機
能
す
る
「
コ

l
ド
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
片
方
が
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
可
能
で
あ
れ
ば
、
実
質
的
に
は
両
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

サイパースペースと表現の自由 (4) 

き
る
も
の
と
考
え
て
構
わ
な
い
だ
ろ
う
(
厳
密
に
は
、

「私
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る

「
コ
ー
ド
」
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
裁
判
で
争
う

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る
違
い
は
存
在
す
る
)
。

こ
の
領
域
は
、
「
法
」
が
機
能
す
る
所
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
法
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
「
コ

ー
ド
」
を
何
ら
か
の
形
で
強
制
す

る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
即
、

(a)
の
領
域
、
す
な
わ
ち
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド
」
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

(b
)
 の
領
域
で
は
、
あ
く
ま
で
も
、
「
コ

l
ド
」
が
規
制
要
素
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。

る
。
こ
の

こ
こ
で
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
良
い
と
思
わ
れ
る
の
が
、
「
私
的
セ

ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド
」
を
重
層
的
に
用
い
る
こ
と
を

(』田口宵宮

E
Eロ
)

日

n
ZB
O)
」
な
い
し
「
レ
イ
ヤ
ー

-
ケ
ー
キ
・
モ
デ
ル

の
提
唱
す
る
「
三
層
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
・
ス
キ
l
ム

(
問
)

(一ミ
q
g
w
m
B
O骨
一)」
で
あ
る
。
こ
の
ス
キ

l
ム
な
い
し
モ
デ
ル
は
、
ド
イ
ツ

・
べ

主
張
す
る
、
ジ
ヤ
ツ
ク

・
M
・
パ
ル
キ
ン

(
号

『
刊
刊

'z
u
B円
出
}
円
四
三
口
加 の
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説

ル
テ
ル
ス
マ
ン
財
団
(
切

R
E
5
2ロ
E
CE
邑
。
ロ
ミ
。
2
5宮
司
)

の
ス
タ
ッ
フ
が
、

一
九
九
九
年
九
月
に
主
催
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
自

主
規
制
に
関
す
る
会
議
に
お
い
て
、

ーム
民間

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
形
で
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
質
は
、
パ
ル
キ
ン
の
起
案
に
よ
る
も
の
で

(
以
)

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
パ
ル
キ
ン
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
情
報
過
多
、
あ
る
い
は
子
ど
も
の
保
護
の
観
点
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
お
い
て
「
コ

l
ド
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
(
好
き
嫌
い
に
係
わ
ら
ず
)
必
然
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、
表
現

(

郎

)

(

郎

)

の
自
由
等
の
市
民
的
自
由

(nE
ニ-σ
2
5
)
を
同
時
に
守
れ
る
よ
う
な
「
コ

l
ド
」
の
設
計
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ウ
エ
ブ
作
成
者
・
管
理
者
の
自
発
的
行
為
に
よ
り
、
も
し
く
は
第
三
者
に
よ
り
レ
イ
テ
ィ
ン
グ

が
行
わ
れ
、
そ
の
レ
イ
テ
イ
ン
グ
を
ユ

l
ザ
が
そ
れ
に
対
応
し
た
ブ
ラ
ウ
ザ
ソ
フ
ト
等
に
よ
り
、
当
該
表
現
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
も
の
で
あ
っ

パ
ル
キ
ン
の
提
唱
以
前
の
ス
キ

l
ム
は
、

，
-sa

、

ぇ，刀

パ
ル
キ
ン
の
ス
キ

i
ム
は
、
よ
り
重
層
的
に
な
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
な
、
ぜ
重
層
的
な
ス
キ

l
ム
が
求
め
ら
れ
る
の
か
と
い

ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
有
す
る
と
さ
れ
た
、
単

一
の
組
織
が
行
な
う
、
単

一
の
評
価
を
用
い
て
の
「
コ

l
ド」

え
ば
、
そ
れ
は
、

規
制
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
排
し
、
従
来
型
の
国
内
∞
の
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ
て
き
た
、
多
元
的
組
織
に
よ
る
多
元
的
評
価
を
よ
り
有
効
的
な

形
で
用
い
る
た
め
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
国
際
的
に
も
統

一
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
「
コ

l
ド」

に
つ
い
て
も
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
規
格
化
が
必
要
に
な
る
が
、
ま
ず
、
そ
の

一
層
目
は
、
世
界
中
の
ウ
エ
ブ
作
成
者
・
管
理
者
が
、
自
ら
の

表
現
内
容
を
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
タ

l

2
3
2宮
0
3
)

を
用
い
て
、

「
コ
l
ド
」
に
よ
り
表
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

三
O
な
い
し
六

O
の
基
本
用
語
を
含
む
単
語
集
(
〈

O
S
Z百
三
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
し
く
は
ウ
ィ
ザ
l
ド

(
印
)

に
よ
り
作
成
す
る
。

(三
N
R己
)
に
よ
る
質
問
表

(
4
5
S
S
E
5
)

(
問
)

二
層
目
は
、
様
々
な
、
政
治
的
、
思
想
的
ス
タ
ン
ス
を
持
っ
た
グ
ル

ー
プ
が
作
成
す
る
テ
ン
プ
レ
ー
ト

(
5
5立
丘
町
)

か
ら
構
成
さ
れ
る
。

こ
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
は
、

一
層
目
の
各
コ
ン
テ
ン
ツ
に
付
さ
れ
た
「
単
語
集
」
を
基
に
し
て
、
第
三
者
の
側
で
、
ど
の
程
度
の
表
現
内
容
ま

で
を
通
過
さ
せ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
、
あ
る
い
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
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反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
で
は

「単
語
集
」
に
含
ま
れ
る
全
て
の
用
語
に
対
し
て
行
わ
れ
る
必
要
は
な
く
、
第
三
者

(
悶
)

の
側
で
規
制
す
る
用
語
を
選
択
し
て
規
制
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

こ
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
は、

一
層
目
の
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
タ
!
と

同
様
に
オ
ー
プ
ン
ソ

l
ス
と
し
て
公
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

他
の
グ
ル
ー
プ
が
他
者
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
参
照
し
、
そ
の

一
部
を
コ

ピ
ー
し
て
用
い
る
こ
と
も
奨
励
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
透
明
性
の
確
保
、
作
成
に
か
か
る
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
に
貢
献
す

(

川

)

(

凶

)

る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
は
ユ

ー
ザ
側
に
お
い
て
複
数
選
択
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
後
の
三
層
目
で
は
、
従
来
の
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
第
三
者
に
よ
る
個
々
の
ウ
ェ
フ
サ
イ
ト
に

(ω) 

対
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
方
式
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
下
の
二
層
と
統
合
的
に
機
能
す
る
苫
の
∞
と
互
換
性
を
持
つ
レ
イ
テ
イ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
構
成
を
な
し
、
さ
ら
に
、

一
種
の
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト
と
し
て
機
能
す
る
「
救
済
リ
ス
ト

(『刊
号

5
3
5
-E
目
)
」
も
用

意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
救
済
リ
ス
ト」

は、

一
層
目
の
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
タ

l
、
二
層
目
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
使
用
の
結
果
に
か
か
わ
ら
ず

表
示
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

他
の
二
者
と
相
ま
っ
て

サイハースペースと表現の自由 (4) 

そ
し
て
、

(
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
か
否
か
の
)
結
果
の
調
整
を
行
な
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

(

川

)

(

川
山

)

ユ
ー
ザ
側
で
は
、
こ
れ
ら
を
自
ら
選
択
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ス
キ

l
ム
は
、

い
ず
れ
の
層
に
お
い
て
も
各
人

・
各
グ
ル
ー
プ
の
自
発
性
を
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
最
終
的
な
テ
ン
プ
レ
ー

ト
の
選
択
の
場
面
に
お
い
て
も
各
ユ

l
ザ

(
実
際
に
は
、

(附
)

用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ス
キ

l
ム
に
つ
い
て
も
、

表
現
規
制
反
対
論
者
か
ら
強
い
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ

(
凶
)

レ
シ
ツ
グ
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
ネ
ッ
ト
九
五

(
Z
2
3
)
」
を
守
る
こ
と
が
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
上

ユ
ー
ザ
が
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
親
・
教
員
等
)
の
自
発
的
な
選
択
に
よ
り

た
。
従
来
の
表
現
規
制
反
対
論
者
は
、

の
表
現
の
自
由
を
守
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
傾
向
が
強
い
こ
と
も
あ
り
、
強
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
出
た
の
も
当
然
と
い
え
ば
当
然
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ジ
ョ
ン
・
ペ
リ

l
・
パ
l
ロ
l
(
』

O
Y
ロ
pw円
ミ
∞
白
H--o垣
)

は
、
(
パ
ル
キ
ン
の
表
現
の
自
由
を
守
る
の
と
同
時
に
、

子
ど
も
の
保
護
等
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
趣
旨
自
体
に
は
反
対
し
な
い
も
の
の
)
こ
の
よ
う
な
ス
キ

l
ム
を
作
る
こ
と
自
体
が
、
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説

政
府
に
対
し
て
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
を
規
制
す
る
手
段
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
政
府
に
よ
る
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
法
的
強
制
と
な
っ

(
附
)

(

附

)

(

附

)

て
具
体
化
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
パ
ル
キ
ン
は
、
法
的
あ
る
い
は
政
治
的
に
政
府
に
よ
る
「
コ

l
ド」

の
誤
用

雪ふ

"岡

た
だ
、
「
コ

l
ド」

の
技
術
的
発
展
に
反
対
す
れ
ば
よ
い
も

(B
Z
E開
)
を
争
う
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
誤
用
の
可
能
性
の
故
を
も
っ
て
、

の
で
は
な
い
。
未
成
年
を
保
護
し
、
か
っ
、
憲
法
上
の
権
利
で
あ
る
、
表
現
の
自
由
を
守
る
の
に
効
果
的
な
「
コ

l
ド
」
の
デ
ザ
イ
ン
を
考

(削
)

案
す
る
こ
と
こ
そ
が
大
事
で
あ
る
と
再
反
論
し
て
い
る
。

パ
ル
キ
ン
の
提
示
し
た
ス
キ
l
ム
が
ベ
ス
ト
の
選
択
肢
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
し
て
も
、

「コ

l
ド
」
を
理
解
し
、
そ
こ
に
憲
法

(
削
)

上
の
価
値
を
書
き
込
も
う
と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
「コ

l
ド
」
自
体
は
、

時
間
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
進
化
す
る
厄
介
な
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
は
、
「
コ

l
ド
」
と
対
峠
し
、
理
解
し
、
そ
れ
を

規
制
論
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
(
プ
ラ
ス
の
意
味
で
)
「コ

ー
ド
」
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
パ
ル
キ
ン
が
提
示
し
た
ス
キ
l
ム
は
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
良
い
だ
ろ
う
し
、
少
な
く
と
も
、

「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
を
具

体
化
す
る

一
つ
の
有
力
な
案
と
し
て
検
討
さ
れ
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
既
に
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
コ

l
ド
」
自
体
は
、
私
的
ド
メ
イ
ン
と
公
的
ド
メ
イ
ン
の
両
方
に
ま
た
が

っ

て
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
、
「
私
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド
」
と
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能

す
る
「
コ

l
ド
」
は
、
基
本
的
に
は
同
一
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
ス
キ
1
ム
は
、
(
パ
ル
キ

ン
自
身
は
こ
の
点
に
つ
き
認
識
し
て
い
な
い
が
)
公
的
ド
メ
イ
ン
の
領
域
に
お
い
て
は
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ス
キ
l
ム
で
あ
れ
ば
、
仮
に
、
公
立
図
書
館
等
で
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
使
用
を
義
務
づ
け
ら
れ

ユ
ー
ザ
自
ら
の
判
断
に
よ
り
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
選
択
(
規
制
を
無
効
に
す
る
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
選
択
を
含
む
)
を
自
由
に

(
問
)

行
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
従
来
型
の
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
使
用
強
制
と
は
異
な
り
、
表
現
内
容
規
制
で
あ
る
と
の
批
判
を

た
と
し
て
も
、
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か
わ
す
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
「
ス
キ
l
ム
」
に
お
い
て
も
、
「
コ

l
ド」

(
問
)

の
役
割
が
極
小
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

の
役
割
が
大
き
く
働
き
、
そ
れ
に
対
し

て
、
「
法
」

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

(
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
)

の
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
に
要
す
る

時
間
は
そ
れ
ほ
ど
か
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
で
は
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

(
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
)
を
「
公

的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
従
来
型
の

(
パ
ル
キ
ン
型
で
は
な
い
)
耳
の
ω
に
よ
る
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
フ
イ

ル
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
も
同
様
の
問
題
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
岡
高
円
Uω

の
場
合
は
、

る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
今
後
、
こ
の
技
術
が
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
さ
れ
た
場
合
に
は
、
表
現
内
容
規
制
と
し
て
の
厳
格
審
査
基
準
を
ク

一
種
の
サ
イ
バ

ー

・
ゾ

l
ニ
ン
グ
で
あ
る
と
解
す

リ
ア
ー
す
る
の
と
同
時
に
、
ゾ
l
ニ
ン
グ
規
制
の
合
憲
性
も
ク
リ
ア
ー
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、

レ
シ
ツ
グ
は
、
「
コ

l
ド
」
が
「
公

的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
場
合
と
、
「
私
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
場
合
を
一
緒
く
た
に
し
た
議
論
を
行
な
っ
て
い
た
わ
け

サイパースペースと表現の自由 (4) 

で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
区
別
を
行
な
っ
た
場
合
、

レ
シ
ツ
グ
が
「
コ

l
ド
」
に
関
し
て
議
論
を

行
な
っ
て
い
た
の
は
、
主
と
し
て
、
「
私
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド
」
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
こ
で

は
、
「
コ

l
ド
」
が
規
制
要
素
と
し
て
機
能
す
る
領
域
で
あ
り
、
直
接
的
に
「
法
」
が
登
場
し
て
く
る
場
面
は
存
在
し
な
い

(
直
接
登
場
す

れ
ば
、
そ
れ
は
既
に
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
)
。
し
か
し
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る

「コ

l
ド
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド
」
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
で
あ
る
結
果
と

し
て
、
「
反
射
的
な
」

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
で
あ
る
し
、
更
に
、
国
家
あ
る
い
は
「
法
」
を
介
在
し
な
い

「
間
接
的
な
」

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

も
可
能
で
あ
る
。

パ
ル
キ
ン
が
提
唱
す
る
「
三
層
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
・
ス
キ
1
ム
」
な
い
し
「
レ
イ
ヤ
ー
-
ケ
l
キ
・
モ
デ
ル
」
が
一
つ
の
た
た
き
台
と
な
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説

「コ

l
ド」

が
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
さ
れ
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
「
コ

l
ド
」
の
役
割
が
最
大
化
し
、
そ
の
反
比
例
と
し
て
「
法
」

(
出
)

の
役
割
が
極
小
化
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

ろ
、
つ
が
、

さ子Z弘、
日間

(l
)
〉

rp〈
-
E
S
E
-
ま
唱
明
白
巴
宅

-
8
3・
0
Z
J門
戸
ゆ
ヨ
)
拙
稿
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
対
す
る
表
現
内
容
規
制
立
法
と
そ
の
違
憲
審
査
基
準

ー
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
規
制
を
素
材
と
し
て
l
」
北
大
法
学
研
究
科
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
サ
ー
チ

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
六
号
一一二

三
頁
。

(
2
)
胃
0
1
2
考古向。
-o
n
F
Z
0
3
0
∞
試
ー
ア
の

2
5
円ug
s
o
-
-
の
〉
∞
吾
・

0
・L
白ロ

u
・M
g
o
こ
こ
で
も
、

州
法
が
、
第
一
修
正
違
反
お
よ
び
州
際
通

商
条
項
違
反
と
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

(3
)
司白押
同校

判
決
型
以
外
の
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州

(忠
告
芯
〈

E
Kア
Z
o
-
-斗
(
Z
ベ
・
0
・
〉
司
?
〉
官
二
-
N000)
)
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

(国民
nF
〈

↓Z
刊印巴
-U020
『の
OCH-同
O
『印回
=
0
5加
0
・
0
0
凶一NAFM
凶(の曲
一
念
Z
U
日間一円
U円
〉
沼
Y
0
2
ア
富
田
H・凶
ア
M000)
)
[(E垣
正
】

5
5
2
8
-
E
a
ヨ
g
o
a
-
ロ円。∞
mHE
曲一

白nZ
〈5
3
0
て
」
ロ
釦
コ
民
再
開
ヨ
宮
円
。

m
a
z
n
m
ヨ
S
o
a--)
型
]
)
は
判
断
が
分
か
れ
る
。
こ
こ
で
は
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
規
制
は
、
通

信
法
五
O
八
条
の
規
定
を
州
法
に
移
植
し
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
ニ
ュ

l
メ
キ
シ
コ
州
に
お
い
て
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
子
ど
も

を
誘
惑

(]再開
)
す
る
こ
と
を

Z
声
旨
〉
↓
・〉
Z
Z
・抑
旨
・
当
'
凶
-M
(
回
)
に
よ
り
禁
止
し
て
い
る

(】O
吉
田
口
口
判
決
に
お
け
る
原
告
は
こ
の
規
定
に
つ
い

て
争
っ
て
い
な
い
)
。
同
様
の
規
制
は
、
既
に
、
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
上
で
は
行
わ
れ
て
お
り
、
逆
に
い
え
ば
、
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
上
の
規
制
を
サ

イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
に
も
拡
大
適
用
し
た
に
過
ぎ
な
い

o
hR
a
c-∞
h
・聞記
M

M

S
)

(
性
的
行
為
を
行
、
つ
た
め
に
未
成
年
を
そ
そ
の
か
す
こ
と
の
禁

止
)、
E
Cめ
の
官

b
u
(少
年
/
少
女
と
性
的
行
為
を
行
う
意
図
を
も
っ
て
移
動
す
る
こ
と
の
禁
止
)、

のと・

3

E
一
の
O

号
凶
ご
ふ
(
口
)
(
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
l
を
制
作
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
性
的
行
為
を
行
う
よ
う
未
成
年
を
誘
惑
す
る
こ
と
の
禁
止
)。

(
4
)
〉の「
C
〈・

2
ZロM
O
P
A
H

司・臼
巴司同
y

M
且

-
C
M申

(0
・Z
F白
石
市
W
3・
一由
民F
匂
凶
己
ニ
ム
唱
(
】
O
号
の
可
否
甲
山
山
)
・

(
5
)
ミ
・曲
二。凶
一Y
屯
Fhbhミ
h
m
g
O
〈〉門
UF
C
-
ニ
吋
印
の
一
M
凶一
N巾
Y
M
凶
品
臥
(
右
唱
吋
)
[
F
2
e
E
m
q
河内
、同むロ
]

(6
)
『hu
屯ミロロヨ
h
h
h
H
F
E
咽品由一
N
C
印
白
ニ
N
唱
's--

(7
)
ミ
ニ
屯ミロミ
Z
句河内司口旬、
岨
ご
斗
印
・
の
門
巳
M
凶ム『
m
B
M
凶A
H

・1

(8
)
史
、
室
。
吾
h
p
s
q
R
ニ
叶
∞

9
・
民
自
主
'己
主
-
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サイバースペースと表現の自由 (4) 

(9)
足
.
、
宮
司
H
S
h

玄
nH口
々
お
〈
-
O
E
C
開

Z
2
5
5〈
U
O
S
E
5
0
P
凶
-AFC
∞
・
出
品
・
凶
ヨ
(
一
3
u
)
一
司
色
町
〕
ミ
・
内
白
丘町
O『
E
P
凶
B
N
C
・∞
-E0・
5
(
}
甲小。)・

(叩
)
Z
富

田

叶

b
F
4

・〉
z
z
m凶C
3
u
-
M
(
の
)
は
、
①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
下
品
な
表
現
を
制
限
す
る
た
め
に
、
現
状
に
お
け
る
、
合
理
的
、
効
果
的
、

か
つ
適
切
な
行
為
を
誠
実
に
と
っ
た
こ
と
、
②
認
証
済
み
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ

l
ド
、
支
払
い
勘
定
(
品
開
『
=
2
8
E
E
)
、
成
人
ア
ク
セ
ス
・
コ
ー

ド
(
怠
E
Z
R
g
a
g
a
o
)
又
は
成
人
識
別
番
号
(
邑
=-ζ
旬開
O
E--号
豆
『F
E
E
S
2
2
Z円
)
の
使
用
を
要
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
品
な
表
現

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
た
こ
と
、
③
下
品
な
表
現
を
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
よ
り
自
動
的
に
ブ
ロ
ッ
ク
も
し
く
は
ス
ク
リ
ー
ン
可
能
と
す
る
ラ
ベ

リ
ン
グ
等
の
装
置
を
備
え
る
こ
と
等
の
防
御
条
項
を
規
定
し
て
い
る
(
」主
5

2
・
一
Em--
包
包
ニ

uvご
出
)。
こ
の
規
定
は
、
。
。
〉
の
違
憲
訴

訟
で
問
題
と
な
っ
た
、
告
白
・
∞
-
の
・
官
出
(
刊
)
(
凶
)
(
〉
)
及
、
び
(
回
)
と
同
様
の
防
御
条
項
を
含
む
規
定
で
あ
る

(
E・
回
二
-
出
)
。

(
日
)
』
む
F
E
O
P
A
H
明・印己沼
M
M円同町民

E
M
U
-
屯

E
E
S句
勾

s
c
h
-
ニ叶印・の門・回同

M凶
一
也
唱
、
b
S
含
・
岨
甲
小
甲
町
山
口問】古

田こ
50

(ロ
)
h
h
・同二。凶凶

'
5
z・
2
0き
旬
、
b
S
E--
ま
甲
目
的
己
召
・
包
コ
ケ

(日
)
ミ
恒
二
。
=
・
宝

S
Z旬
、
b
H
b
p
ま
由
明
白
石
司
包
コ
吋
l

】∞。

(HH
)
ミ
-w
宮
豆
諸
問
0
2
z
n
S
E
n
-
P
〈
〉
ロ
N

。ロP
凶
M凶
己
・
∞
-
ぷ
ケ
斗
告
会
主
凶
)
・
列
車
の
長
さ
を
規
制
す
る
ア
リ
ゾ
ナ
州
法
が
、
各
州
問
の
通
商
の
自

由
な
流
れ
を
実
質
的
に
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
州
際
通
商
条
項
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
ケ
l
ス
で
あ
る
(
木
南
敦
『
通
商
条
項
と
合

衆
国
憲
法
』
(
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
九
五
年
)
一

一一

一七
l
二
三
O
頁
参
照
)
。

(日
)
守
言
h
o
p
-
甲品
目
凶
品
目
二
戸
凶
∞
・

(
凶
)
。
5
日

σ
2加
〈
-
Z
白
老
ペ
O

円F
凶甲
C
C
∞
己
申
(
}
ま
∞
)
・
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
、
未
成
年
に
対
す
る
雑
誌
等
の
対
面
販
売
で
あ
っ

た
(
拙
稿
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
表
現
の
自
由
(
一
)

l
表
現
内
容
規
制
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
憲
法
理
論
の
検
討
を
中
心
に
|」

北
法
五
五

巻
一
号
八
七
頁
)
。

(口
)
な
E
E
S
P
-
甲
晶
司
出
血
二
-u
∞・

大
人
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
未
成
年
が
混
在
し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
受
け
手
の
グ
ル
ー
プ
に
未
成
年
が
含

ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
処
罰
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
(
メ

l
ル
等
に
お
け
る
)

一
対
一
の
場
面
に
お
い
て
相
手
が
未

成
年
と
知
り
つ
つ
送
信
し
た
場
合
が
当
該
規
定
の
規
制
対
象
で
あ
る
と
州
側
は
主
張
し
て
い
た
。

(
国
)
州
側
は
、
合
憲
限
定
解
釈
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
当
該
規
制
を

Q
5
5
G
判
決
に
よ
り
正
当
化
す
る
が
、
第

一
O
控
訴
裁
判
所
は
、
の
り
〉
連

邦
最
高
裁
判
決
を
用
い
つ
つ
、
「
こ
の
ケ
l
ス
は
電
子
上
の

Q
g
z
a
判
決
な
い
し
ミ
σ
2・
。
呂
田
宮
お
判
決
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
も
そ

れ
以
下
の
も
の
で
も
な
い
」
(
ミ
・
)
と
主
張
し
た
州
側
の
立
場
を
以
下
の
理
由
で
否
定
し
た
。
①

Q
5
Z
G
判
決
が
支
持
し
た
未
成
年
に
対
す
る

北法55(4・261)1645 



説百命

販
売
規
制
は
、
(
親
が
)
子
ど
も
の
た
め
に
当
該
表
現
を
購
入
す
る
余
地
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
の
り
〉

や
本
件
で
は
そ
の
よ
う
な
選

択
肢
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
(
見
s
q
R
U
N
-
c
-∞
・
巳
∞
白
)
、
②

E
E
Z括
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
規
定
は
、
商
用
取
引

(
8
5
5
R
n
E
5
5
R
a

t
o
ロ
)
に
の
み
適
用
さ
れ
る
が
、
の
り
〉

や
本
件
規
定
は
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ

ー
ス
上
で
大
き
な
割
合
を
示
す
非
商
用

取
引
を
も
規
制
対
象
と
す
る
こ
と
、
①

2
5
Zお
判
決
で
問
題
と
な

っ
た
規
定
は
、
一
七
歳
以
下
を
規
制
対
象
と
す
る
の
に
対
し
て
、
の
り
〉
や

本
件
規
定
は
、
一
八
歳
以
下
を
規
制
対
象
と
す
る
こ
と
(
勾
雪
之
戸

凶
M
-
c・印・巳∞

saga
)。

(
叩
)
同
時
間
』
4
2
q
R
U
N
-
-」
・印白門∞∞
ア∞
∞
M

(却
)
、
b
S
E
-
-
ま
甲
同
∞
E

同省・白門戸血∞'-∞凶・

(
幻
)
無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
非
営
利
企
業
で
あ
る
。

(
幻
)
一
九
七
八
年
制
定
の
規
定
は
、
子
ど
も
の
保
護
を
目
的
と
し
て
、
州
内
の
子
ど
も
に
、
わ
い
せ
つ
な
表
現
の
配
布
を
禁
じ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

今
回
、
問
題
と
な
っ
た
一
九
九
九
年
の
修
正
は
、
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
配
布
を
規
制
対
象
に
す
る
と
と
も
に
、
②
わ
い
せ
つ
な
表
現
を
、

明
ら
か
に
性
的
な
(
お
き
色
可
史
-uzS)
表
現
に
変
更
し
、
規
制
対
象
を
広
げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

(お
)
の
ち
刊
『
若
宮
町
の
O
B
B
E
-
n白C
Oロ印〈
-
E
m
-
R
e
u
u
明
白
石
旬
起
司
斗
(
切
り

E
n
F
5
3
)・
本
件
に
お
い
て
も
、
わ
い
せ
つ
な
表
現
の
伝
送
の
違
憲

性
に
つ
い
て
は
争
わ
れ
な
か
っ
た
(
ミ
・
ロ
凶
)
。

(
M
)
ζ
正
常
〈
・の
任問
O
S
F
P
士
凶

C
・∞
・
5
2
3
3
拙
稿
・
前
掲
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ

ー
ス
と
表
現
の
自
由
(
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)
」
[
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目
]
八
O

|
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一
頁
。
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)
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表
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の
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。

(幻

)
Q
X
3』ub町
内
内
。
去
さ
き
円
呈
喜
子
凶
凶
一
明
白
E右
足

同
二
さ
a手
∞
こ
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判
示
部
分
は
、
』
oz
g
g
控
訴
裁
判
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決
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る
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唱
品
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n
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JX∞
・
品目
hmvE3句
史
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サイパースペースと表現の自由 (4) 
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担
)
町
民
・
回
二
uo'
司
一

(
お
)
迂
・
同
門
叶
2
・
司
N
・
そ
の
他
、
判
決
で
は
、
原
告
か
ら
の
主
張
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親
の
教
育
権
(
E
E
同
ヨ
g
g
一
担
加
古
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え
の
E
一
己

m
g
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E
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判
決
を
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き
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。
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フ
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よ
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ラ
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す
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、

よ
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制
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的
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段
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す
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さ
れ
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表
現
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限
す
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決
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立
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司
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ネ
ッ
ト
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プ
ロ
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企
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あ
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幻
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よ
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追
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サイパースペースと表現の自由 (4) 

年
)
一一一一
頁。

(臼
)
園
田
教
授
は
、
前
田
雅
英
ほ
か

「
〔
座
談
会
〕
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
の
現
在
」

『現
代
刑
事
法

二
一
号
』
(
現
代
法
律
出
版
・

一
九
九
九
年
)

一
一
頁
に
お
い
て
も
同
様
の
発
言
を
さ
れ
て

い
る
。

(印

)
A
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ハ
ッ
ク
ス
リ
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(松
村
達
雄
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す
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界
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七
四
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ラ
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ラ
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さ
れ
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『
ア

N
C
C
A
H
)
L
O
∞巴
uZ
玄
5
0〉
百
N
N
〉
噌
内
定
F
R
-
z
o
↓
z
m

HZ↓開国
Z
閃『.。「
O
回
〉
「
の
O
Zの開閉山
Z
臼〉
Z
U
開ヨり
O
同
斗
印
斗
ot宅〉同
u
m開。〉「〉↓
-02
申

0
・唱】(]市山崎山市山)一閉山「開の↓同
O
Z
-
n
-
v
E
〈〉の〈

HZ一司o
m玄〉
d
o
z
の開
Z
↓開戸

間

U

『
「
↓
開
問
除
明
間
HW開
。
。
玄
・
司
間
同
開
的
問
v-wmn
z
旬開問的沼山門
リ叶円〈開臼

O
Z
H
Z
↓開問
Z
開1
『の
0
2
4，開
Z
↓
の
。
z
↓
問
。
「
印
(
}
唱
ヌ
w
Y
穴〉同開
z
。
∞
の
Z
Z
思口開
-P
〉
司
国
〉
の
ゴ
の
〉
「

。
5
0開
、『。同
Z
4
開
m
z
E
4
3「↓開問的

(
-
3
3・

(前
)
日
本
語
版
ソ

フ
ト
ウ

エ
ア
と
し
て
は
、門
U

可
宮
司
書
。
一
日
本
語
版
、

のJ
呂
田
N
2
5
日
本
語
版
、
∞
ヨ
宝

E
S『
日
本
語
版
、
ぞ
伺
σ
∞
m
Z
印刷

日
本

語
版
、
百
号
。
。
。
。
。
。
等
が
あ
る
。

(
訂
)
例
え
ば
、
の
可
宮
も
号
。
一
で
は
、
暴
力
/
不
敬
、
性
行
為
を
含
む
一
五
の
カ
テ
ゴ
リ
に
、
の
可
σ
刊『
Z
O
Hd
(
表
示
可
能
)
あ
る

い
は
の
可
宮
ミ
開
∞
(表

一
不
不
可
)
の
タ
ギ
ン
グ

(
ラ
ベ
リ
ン
グ
)
を
行
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
の
J
B
E
N
2
5・
は
ぷ
5
5
2
与
一
刊
皇
刊
3

で
あ
る
か
否
か
に
よ
り
タ
ギ

ン
グ
を
行
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
(
穴
刊
ξ
玄
-
U
O
F
刊
ミ
・
5
ミ
-
g
h
R
E
Q・8
云

-b=〉
ミ
ミ
志
向
旬
口
、
。
雪
町
内
ミ
HHE3h凡
な
た
円

g
q
河町句"に
2

2

2
志向

、活『
町
三
向
ア
凶
M

〉同穴、『
O
Z
F
H
N開〈
M
M占
Y

M
甲山
山
心
深
山
(
-
双
山
由
)
)。

(臼
)
のJ
ヘ
∞
巴
N
E
E
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
と
し
て
、
該
当
す
る
言
葉
の
み
を
消
去
す
る
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

の
〈
切
開
刃
包
ロ
2
で
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
を
見
る
と
、
毛
『
刊
日
-
母
2
0
5
8コ
O
召
2
2
2
0
ヨ
O
M
2
5一
ヨ
白コ・
5
m
m・-
-
と
す
る

一
文
が

4
5
M
R
E
d
円
Q
E
oコ
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p
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s
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よ
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l時
杓
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二
時

IJ
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l
J
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課
諜
￥
1
J
~
ν
エ
ト
Q
(W
e
i
n
b
e
r
g
，
 supra note 6

5
，
 at 
4
6
0
)
 0 
..，;J状肉、ミ

I
J
~
竺

1
jjt
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G
V

I
n
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~
J
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矩
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~
ょ

J..，;Jの
や
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i
n
o
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，
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n
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p
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エr-Q
(1. 
M
.
 Balkin 

&
 B
e
t
h
 S
i
m
o
n
e
 N
o
v
e
c
k
 &
 K
e
r
m
i
t
 Roosevelt

，
 Filtering
 the lntem
et: 
A
 Best P
r
a
ctices M
o
d
e
l
，
 in 
P
R
O
T
E
C
T
I
N
G
 O
U
R
 C
H
I
L
D
R
E
N
 O
N
 T
H
E
 

I
N
T
E
R
N
ET: 
T
O
W
A
R
D
S
 A
 N
E
W
 C
U
L
T
U
R
E
 O
F
 R
E
S
P
O
N
S
I
B
I
LlT
Y
 199
，
2
1
7
 (J
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a
l
t
e
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m
a
n
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a
r
c
e
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p
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♂
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サイパースペースと表現の自由 (4) 

七
三
二
七
九
頁
)
。

(百
)
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
数
は
日
々
増
加
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
内
容
も
頻
繁
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
た
め
に
チ
ェ
ッ
ク
が
追

い
っ
か
な
い
と
の
指
摘
も
、
サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
問
題
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る

(
E
m
g刊
〈
。
一0
5凶
手
四
ミ
ロ
ヨ
ミ
ゼ

R
S
5
3守
町
三
宮
内
旬

、
ロ
ヨ
忌
同
じ
己

s
q
h旬
、
句
、
屯
同
町
民

5.
、
5
b『
向
山
町
宮
内
忌
』

4
2
S
E
s
a-h
S向ト
hHb『向
KP2HOE-司
R
S陶芸
S
F
s
h
h
a岨
-
3
a
C
門

U
E
F開。〉「
HU-Uゴ
場合
。

(

】

也

市

W

B
)
)

。

(
河
)

こ
の
他
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
不
完
全
性
を
主
張
す
る
側
か
ら
は
、
あ
る
程
度
の
知
識
を
持

っ
た
子
ど
も
で
あ
れ
ば
、
当
該
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
を
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
り
、
そ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
(
「
好
ま
し
く
な
い
ホ
ー

ム
ペ

l
ジ
に
子
ど
も
た
ち
が
迷
い
込
む
の
を
防
ぐ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
れ
で
絶
対
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
い
。
あ
る
日
、
十

二
歳
に
な
る
私
の
娘
は
、
友
人
の
家
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
遊
ん
で
い
た
が
、
彼
女
ら
は
い
と
も
や
す
や
す
と
私
の
隣
人
l
知
識
が
豊
か
で
技

術
的
に
も
優
れ
た
司
書
ー
ー
が
苦
労
し
て
取
り
付
け
た
検
閲
ソ
フ
ト
、
ネ

ッ
ト
マ
イ
ン
ダ
ー
を
取
り
外
す
こ
と
に
成
功
し
た
」
(
ア
リ
ソ
ン
・
ア
ー

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
&
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ケ

1
ス
メ
ン
ト
(
瀬
尾
な
お
み
訳
)
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
育
て
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
』
(
七
賢
出
版
・
二

0
0

0
年
)
一
一
一
一
一
一

l
二
二
三
頁
)
)
。
ま
た
、
実
際
問
題
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
「
セ
ン
サ
ー
ウ
エ
ア

(の
2
0
2中

日
ご
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
使
用
に
反
対
し
て

い
る
団
体
は
、

。フ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
自
体
を
'
無
効
に
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
し
て
い
る

(た
だ
し
、
す
べ
て
の
反
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
組
織
が
こ
の
よ
う
な
立
場
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
、

2
5
5
2
毛
色
z
g
ら
が
設
立
し
た
の

E
8
2
R
Z
V円
ε開
己
を
見
よ

(h
R
E
2
2
8
z
n
-
m
-
更
さ
二
百
3
h
h
p宣
言
問
ぜ

2
円
E
Q
)〉
N・。

g-
芝
尽
き
や
同
∞
』

C
E
5
4回目
2
2
N
2
u
N
(
-
3∞)))
。
無
効
ソ
フ
ト
の
代
表
例
は
、

9
E
n
r
と

3
5
Z
で
あ
る
。
前
者
の

9
E
n
w
に
つ

い
て
は
、
玄

5
8々
丘
町
『
目
印

03宅
時
四
〈
∞

n
g
ι
5
2
5
0ロ
ロ
ロ
刊
〉
戸
混
同

U-
∞
E宅

N且
斗
品
目
(
ロ
玄
説
明

NOOO)凶
hHhd-MMB
司
凶
門
己
凶
(
一
虫
色
『

-MO00)
に
よ

り
、
被
告
に
対
し
、
の
司
Z
R
r
の
ソ

l
ス
コ
ー
ド
、
バ
イ
ナ
リ
を
配
布
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
(
た
だ
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
イ
ト
等
で
入
手
可
能

で
あ
る
)
。

E
5
g
z
B
E
n
-。
岨叶

E
E」↓
c
E
o
z
o
E∞
」
自
己
目

0
3
E
の
O玄
玄

OZ∞
芝
〉

g
z
z
n
q自
宅

2

5
-∞
士
∞
斗

(MO
O-)・

(打
)
そ
の
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
サ
イ
ト
の
範
囲
が
過
度
広
汎
に
渡
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
早
戸
言
、
ミ
コ

O
B
S
-
箆
凶
凶
訟
岨

b
g
E守
な
ミ

Z
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M
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刊立
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C
ム
)

(沌
)
~
町
内
向
〉
}
宮
ス
〈
刊
N
N
P
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、
ミ
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宮
『
問
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S
H
S
H
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R
E
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ロ
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説論

(叩
)
こ
の
ラ
ベ

リ
ン
グ
さ
れ
た
情
報
は
、

官
民
を
R
ny
や
の
ち
R
3
5
]
と
い

っ
た
ブ
ロ

ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
み
な
ら
ず
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ

で
あ
る

E
Bヨ
R
mH司一
0
5『
等
で
も
利
用
可
能
で
あ
る
。

(剖
)
知
的
〉
の

は、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
l
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
に
レ
イ
テ
イ

ン
グ
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

一
九
九
四
年
、
叶
宮
山
0
3
Z
E
E
z
z
z
z
E
8
2
g
oロ
を
母
体
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
一

九
九
九
年
に
は
、
E
g
E
2
の
2
5
2
E
E
m
〉
g
onSB

ZO口
(同の刃〉
)
に
そ
の
活
動
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

(別
)
百
NN〉
"言、
E
g
g
s
-R
∞
]L5・受
け
手
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
お
け
る
レ
ベ

ル

(
O
l
囚
)
を
選
択
す
る
。
設
定
を
変
更
す
る
に
は

パ
ス
ワ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
、
子
ど
も
は
容
易
に
設
定
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。

(位
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者

2
5
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u
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w
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∞
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M
Z
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E
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・
MOO
AF)・

(剖
)
E
-
R
o
g
O
P
E
n
r
E
P
E
ミミ
s
e
z
b
Q
S旬
、
2.二
走

塁

芯

河
内向
ミ
ミ
ゼ
同町内
E
S
号
室
内
ヨ
町二

C
印〉
Z↓
〉
の
「
〉
同
〉
F
-E
〈
・

Mご岨

一以凶

(
3
3
)・
ラ
ベ
リ
ン
グ
が
普
遍
的
な
コ
l
ド

(E
-
5
a巳

no品開
)
で
あ
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る

(E
・)
。
名
和
教

授
も
、
社
会
的
な
ル

1
ル
と
は
異
な
り
、
「
技
術
は
だ
れ
も
が
納
得
で
き
る
普
遍
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
で
」
、
「
技
術
的
な
規
範
た
と
え
ば
技

術
標
準
に
つ
い
て
は
、
自
由
主
義
者
も
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
も
ア
ラ
ブ
原
理
主
義
者
も
合
意
で
き
る
は
ず
で
あ
る
」
と
さ
れ
る

(名
和

・
前
掲
書
[注

臼
]
七
六
頁
)
。
ま
た
、
-
4
門リ的
技
術
に
つ
い
て
、

の
ロ
〉

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
東
部
地
区
連
邦
地
裁
決
定
で
は
、
両
親
に
選
択
権
を
与
え
る
有
力
な

ユ
1
ザ
ベ

l
ス
の
規
制

(EmR4『
虫
色
お
宮
E
5
2
)
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て

い
た
(
〉の
F
C
〈
-
m
g
0・
S
甲
司
-
E苫
-
∞
区
岨
包
∞
(開
・
0・

3
・
3
ま
)

[Z
円四百
島
R
P
5
H])。
ユ
l
ジ

l
ン
・
ボ

ロ
ッ
ク
も

苫
の
∞

を
-評
価
す
る
。
た
だ
し
、
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
複
雑
に
な
り
す
ぎ
る
と
、

誤

っ
て
ラ
ベ

リ
ン
グ
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る

(〈
o
z
r
y
h号、
6
5
5
3
e
民
お
M)。
な
お
、

河
川
山
〉
口

が
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
た
目
的
は
あ
く
ま
で
も
、
子
ど
も
の
保
護
を
図
り
つ
つ
、
表
現
の
自
由
を
守
る
点
に
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

(宮
玄
目
的
「
開
云
Z凶

4
2開同
Z↓巴
NZ
E
d〉
Z
O
∞O
Q
n・
HaJ「
NM吋
(MCCC)
)
。

(部
)
E
-
3
〈
Z
白
c
o
z-F
a
g
s
oロ
Oご
『
四
回
E]与
え

2
0コ古門
UR
o
-
-
5・品∞斗
C
切
斗
∞
{
(
-
温
∞
)

(部
)
常
本

・
前
掲
論
文

[注
目円
]
二
七
八
頁
。
ま
た
、
ジ
ヨ
ナ
サ
ン

・
ワ
イ
ン
パ

l
グ
も
セ

ル
フ
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
法
律
に
よ
り
強
制
す
る
こ
と

北法55(4・268)1652



サイパースペースと表現の自由 (4) 

は
違
憲
で
あ
る
と
す
る
(
者
2
5
R加
叫
言
、

5
8
8
8叫
民
主
凶
ム
ゴ
)
。
こ
れ
に
対
し
、
ボ
ロ
ッ
ク
は
、
誤
っ
た
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
結
果
、

未
成
年
に
有
害
な
表
現
を
子
ど
も
に
対
し
て
ア
ク
セ
ス
可
能
な
状
態
に
置
い
た
者
を
刑
罰
に
よ
り
処
罰
す
る
こ
と
は
憲
法
上
禁
止
さ
れ
な
い
と

す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
既
存
の
連
邦
最
高
裁
判
例
か
ら
す
れ
ば
、
未
成
年
に
対
す
る
配
布
の
制
限
、
あ
る
い
は
、
未
成
年
が
存
在
す
る
場
所
に
お

け
る
陳
列
の
制
限
に
よ
り
、
当
該
表
現
に
制
約
を
課
す
こ
と
は
憲
法
上
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
自
ら
の
表
現
物
に
対
し
て
、
レ
イ

テ
イ
ン
グ
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
未
成
年
が
読
む
こ
と
の
で
き
な
い
隔
離
さ
れ
た
棚
(
日
名
曲
5
8
5
0
5
に
当
該
表
現
物
を
置
く
こ
と
を
要
求
す

る
の
と
何
等
、
異
な
ら
な
い
か
ら
だ
と
す
る
(
〈

o-05・
h

ミ
5
5
5
3・
巳
お
ωム
出
)

0

だ
が
、
ボ
ロ
ッ
ク
が
、
こ
こ
で
先
例
と
し
て
あ
げ
る

E
E
Z
G
判
決
は
、
あ
く
ま
で
も
書
庖
等
の
情
報
媒
介
者
に
よ
る
販
売
規
制
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
表
現
者
自
身
を
対
象
と
す
る
レ

イ
テ
ィ
ン
グ
の
強
制
と
は
、
そ
の
規
制
対
象
が
異
な
る
(
こ
こ
で
の
販
売
規
制
は
表
現
者
に
対
す
る
規
制
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

プ
ロ
パ
イ
ダ
等
に
レ
イ
テ
イ
ン
グ
を
義
務
づ
け
る
の
に
近
い
の
で
は
な
い
か
)
と
い
え
、
ま
た
、
書
庖
等
が
別
の
棚
に
当
該
表
現
物
を
移
動
さ

せ
る
の
と
、
レ
イ
テ
イ
ン
グ
を
行
な
う
の
と
で
は
、
行
為
の
容
易
さ
が
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
現
段
階
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ウ
エ
ブ

ペ
l
ジ
を
作
成
す
る
者
す
べ
て
が
容
易
に
レ
イ
テ
イ
ン
グ
を
行
う
知
識
を
有
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
)
。
し
か
し
、
レ
イ
テ
イ
ン
グ
の
容
易
化

に
つ
い
て
は
、
時
間
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
セ
ル
フ
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
違
憲
審
査
に
対
し
て
厳
格
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
し

て
も
、
セ
ル
フ
レ
イ
テ
イ
ン
グ
以
外
に
、
よ
り
制
限
的
な
手
段
が
な
け
れ
ば
合
憲
と
な
る
可
能
性
も
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

(
訂
)
苫
の
∞
は
現
在
、
「
積
極
的
」
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

(
d
o
Eミ刊
3
E
S加
々
2
m
g
)

と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
(
レ
イ
テ
ィ
ン

グ
)
さ
れ
て
い
な
い
サ
イ
ト
は

一
括
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

2
E
g
g
o
p
h苔
ミ

S
5
∞
少
己
目
y
h
R
河
内
3
0

戸
沼
泊

目
的
E
目
ゼ
・
同
エ
ロ
甲
)
。

(
部
)
中
国
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
辛
在
卿
「
中
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
現
状
」
本
田
英
夫
編
『
中
国
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
』
(
晃
洋
書

一
房
・
二

O
O
一
年
)

二
五
一
|
二
五
三
頁
参
照
。

(
加
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
小
林
宏
一
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
時
代
に
お
け
る
情
報
規
制
」
『
岩
波
講
座
・
現
代
の
法
叩
情
報
と

法
l
』
(
岩
波
書
庖

・
一
九
九
七
年
)
二
五
六
二
六
O
頁
参
照
。

(卯
)
「
コ

l
ド
」
を

「悪
用
」
す
る
国
の
存
在
を
理
由
と
し
て
、

「コ

i
ド
」
の
有
用
性
そ
の
も
の
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
仮
に
、
そ
の
よ
う
な
国
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
法
的
あ
る
い
は
政
治
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
で
あ
る
多
数
の
固
に
お
い

て
は
、
何
ら
の
影
響
も
な
い
以
上
、
こ
れ
ら
の
情
報
「
後
進
国
」
を
基
準
と
し
て
議
論
を
す
る
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
コ

l
ド」

;1七{去55(4・269)1653



説
苦込
ロ岡

を
「
悪
用
」
す
る
こ
と
に
よ
り
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
表
現
を
規
制
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
る
国
は
、
既
に

(リ
ア
ル
ス
ペ
ー

ス
同
様
)

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
も
何
ら
か
の
表
現
規
制
を
行
な

っ
て

い
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
の
固
か
ら
す
れ
ば
、
「
コ

1
ド
」
と
い
う
新
し

い
規
制
手
段
が
ま
た
一
つ
増
え
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

(引
)
F
E項
目
ロ
ロ
開

rw∞z
w
-
M3P町
内
口
、
曲
芸
ロ
旬
吉
弘
'
E
こ
uhnh
ヨ
ミ
骨
肉
毛
口
、
同
町旭日てお
R
E
Fな
ミ

Z
G
一ミ
垣
者
宅
・
5

5且
-nOB¥三
円
四
ミ
u
・0斗¥ロ〕
『σ
2
1
2
m
z
z
-
Zヨ一

(
Z
2

〈

-
m
p
E
〉甘『

f
M
C
O
A
H
)
一
円
、
室
、『g
n開
F
2
2
m
-
ト
b
毛

久

H
E
同
町
ロ
2
n
-
一
凶
国
〉
同
〈
一

-r-
m開
〈
凶
。
-
(
-
3
3
・
た
ま

A
H
a
S
町
民
ミ
認
に
つ
い
て
は

言
句
・ミ
き
と
垣
内
司
∞-nFE0
4E・R-包
子
々
σ
g
g
¥円
『
百
九
O
口
問c
g
c
g
-Z

E
(一国間
円
三
巴
門
旦
〉
司
『

f
M
0
0
3
に
お
い
て
、
要
旨
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(幻
)
高
橋
和
之
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
表
現
の
自
由
」
ジ
ユ
リ
一

一一

七
号
一一
六
l
二
七
頁
。

(mm)
h
a
E
E
n庄
司
・
印
刊
ヨ
ュ
2
・
NwhhSKahnH守
町
、
旬
、
む
町
内
云
』
uhhE
R
ト

5
5ミ
2
・
ha『句、=
ミ
ヨ
』同町、
.5h
守
、
毛
色
、時
て
戸
豆
町
、
~
ミ
〉
王
室
町
吐
き
室
〉

凶
M
印↓〉
Z
-
「・

列
伺
〈

U
O唱
・
凶
-
向
山

(MOOO)

(倒
)
湿
の
∞
に
つ
い
て
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
も
支
持
を
表
明
し
て
お
り
宝
石
・
¥
言
き
そ
・
三
ロ
門

S
2
8・m
oミ
g
z芝
刊
耳
元
同
門
戸
コ
加
え
一
喝
ヨ
ヨ

-a'昌
凶
0

・Z
5
一

2

2

2

5
色)
)
、
サ
ー
チ
エ

ン
ジ
ン
で
あ
る

ペ
号
。
。
、
「
吉
O師
、
開
5

5
も
、
セ
ル

フ
レ
イ
テ
イ
ン
グ
を
行
う
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る

2
2
8
F

0
・
「
同
日目n
P
E
E
R
3
匂
p
h
aH
-
n
s
h
SFミ

U
5
3毛
J

∞〉
「O
Z

冨
〉
。
〉
N
-百
(
』
z
q
-
3
3
-
ミ
む
た
む
守
九
時
ミ
宮
号
一
¥
¥
宅
老
垣
-
宣
言
a

ヨ白
白血
N
5白
-nO
B
と

E
J喝
、1
b
-mミ
R
Z
nvk
-Z
B一
(
Z
2
5
巴
門
開
門
】
〉
宮
ア

NOO
AF))
。

(何
)
ま
た
、
自
宅
で
、

親
が
子
ど
も
の
使
う
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
す
る
よ
う
に
、
純
然
た
る
私
的

な
ケ

l
ス
に
お
い
て
は
、
市
場
経
済
原
理
に
よ
る
「
神
の
見
え
ざ
る
手
」
が
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
内
容
・
選
択
に
あ
た
っ
て
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
だ
ろ
う
。
広
汎
な
ブ
ロ
ッ
ク
を
よ
し
と
す
る
親
は
、
そ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
選
択
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
と
は

逆
に
、
よ
り
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
み
ブ
ロ

ッ
ク
を
求
め
る
親
は
そ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
選
択
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
ブ
ロ

ッ
ク
自

体
に
反
対
す
る
親
は
、
そ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
購
入
し
な

い
で
あ
ろ
う
。
ブ

ロ
ッ
キ
ン

グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

(
少
な
く
と
も
当
初
の
)

目
的
は
、
あ
く
ま
で
も
親
(
学
校
に
お
け
る
場
合
に
は
教
員
)
が
子
ど
も
の
ア
ク
セ
ス
す
る
表
現
物
を
モ
ニ
タ
す
る
点
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
親
が
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
選
択
を
行
い
、
そ
の
購
買
行
動
に
対
し
て
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
業
者
が
対
応
す
る
と
い
う
の
は
当
然
の
成
り
行
き

で
あ
る
(
た
だ
し
、
公
的
な
機
関
が
そ
の
選
択
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
は
、
別
の
議
論
が
必
要
と
な
る
)
。

(
部
)
正
確
に
い
え
ば
、
原
告
の
〉
n
F
C
が
当
初
か
ら
主
張
し
て
い
た
ス
タ
ン
ス
が
、
裁
判
官
た
ち
に
よ
っ
て
認
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ぞ

os
s
a-

hhh』困、志向口。円四品凶
・
同門品凶凶
ahF∞
M
-∞「開〈
-
Z岨

hh色、、、白ロ
O【刊∞
AF凶白
門
MNM-
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サイパースペースと表現の自由 (4) 

(
引
)
〉
n
F
C
〈
-
m
E
0・
凶
二
u
-
E宅
-
E
5
Y
S斗
S
・
o-
E
・
3
3
)
[
F
m
B
H
E
m
R
F
5
ミ
]
・
こ
の
点
に
関
し
、
の
り
〉
連
邦
最
高
裁
判
決

(
m
g
O
〈

〉の
H
t
c
w
U
N
-
c
・∞・∞主
e

∞
司
会
苫
斗
)

[

Z

刊

8
5島
町
『
河
町
、
目
。
旦
)
は
、
「
言
論
に
対
す
る
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
広
汎
な
内
容
に
基
づ
く
規
制
は
、
な
ぜ

よ
り
制
限
的
で
は
な
い
規
定
で
は

n
u〉
ほ
ど
の
効
果
が
得
ら
れ
な
い
か
を
説
明
す
る
特
に
重
い
責
任
を
政
府
に
課
す
の
だ
が
、
政
府
は
そ
れ
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
。
当
裁
判
所
に
お
け
る
主
張
の
中
に
は
、
家
庭
内
に
入
っ
て
く
る
情
報
に
対
す
る
親
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
容
易
に
す

る
よ
う
な
形
で
下
品
な
情
報
に
『
タ
グ
を
付
け
る
』
こ
と
を
要
求
」
「
す
る
な
ど
の
、
可
能
な
代
替
手
段
に
言
及
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
特
に
、

連
邦
議
会
に
よ
る
詳
細
な
認
定
が
な
く
、
ま
た
、
の
り
〉
の
特
別
の
問
題
を
扱
っ
た
聴
聞
す
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
照
ら
す
と
、
我
々
は
、
た
と
え

そ
の
要
求
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
も
の
だ
と
し
て
も
、
の
り
〉
は
必
要
最
小
限
の
手
段
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
す
る
(
訳
は
、
松
井
茂
記
・
福
島
力
洋
「
資
料
一
レ
ノ
対
ア
メ
リ
カ
自
由
人
権
協
会
事
件
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決
」
阪
法
四
八
巻
四
号

一

六
八
頁
に
よ
る
)
。

(
開
)
原
告
で
あ
る
〉
口
ヒ
は
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
の
O
司
〉
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
①
海
外
サ
イ
ト
か
ら
、
②
個
人
運
営
の
も
し
く

は
、
無
料
の
商
用
サ
イ
ト
(
同
呂
田
同
町
5

2

5
ロ
8
2
B
R
n
E
8
5
ヨ
2
2曲
一
日
吉
田
)
か
ら
、
③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
求
め
る
サ
イ
ト
か
ら
、

子
ど
も
が
性
的
な
表
現
を
手
に
入
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
の
O
司
〉
に
よ
る
法
規
制
よ
り
も
(
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
)
明
ら

か
に
制
限
的
な
手
段
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
た
(
〉
(
U
F
C
F
m
a
0
5
Z
m
Z
2
F
叶

2
4
0
5ミ
同
N
E
E-=Em
O三
R
E
-
-
mご
ロ
〉
の
「
己
〈

m
g
o
戸

宮門司・¥¥者唱者
-R-z-OG¥noz『円¥白
n
Z〈円
g
o口
【
S
E
E
-
(一由明
2
E
S
ι

。mn-
P
M
O
O
-
)
)。
ま
た
、
ジ
ェ

i
ム
ス

-
V
・
ド
ベ
ウ
ス
(
』
E
5
2
〈

0
0
σ
g凹
)

も
、
①
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
低
価
格
な
い
し
無
料
で
入
手
で
き
、
複
数
の
種
類
の
も
の
が

入
手
で
き
る
こ
と
、
②
海
外
の
サ
イ
ト
で
あ
っ
て
も
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
③
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
政
府
規
制
よ
り
も
「
コ
ー

ド
」
に
よ
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
方
が
、
表
現
の
自
由
に
よ
り
よ
く
適
し
て
い
る
こ
と
、
を
あ
げ
、
同
様
の
立
場
に
立
つ

(
U
S
g
p
h吾
ミ
ロ
0
5

斗
ド
虫
色
斗
)
。
な
お
、
ボ
ロ
ッ
ク
は
、
「
コ

l
ド
」
に
よ
る
規
制
よ
り
も
、
親
が
子
ど
も
の
ア
ク
セ
ス
を
監
視
す
る
こ
と
の
方
が
よ
り
制
限
的
な

他
の
選
び
う
る
手
段
と
な
る
可
能
性
を
示
す
が
、
結
論
的
に
は
、
「
テ
ス
ト
を
さ
れ
て
い
る
手
段
と
同
じ
ぐ
ら
い
効
果
的
で
あ
る
」
こ
と
も
合
憲

判
断
の
た
め
の
言
外
の
要
件
で
あ
り
、
親
の
監
視
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
コ
ス
ト
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
が
た
め
に
、
よ
り
制
限
的

な
他
の
選
び
う
る
手
段
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
(
〈
O一0
5
4室、
5
5
5
司
・
巳
お
ア
S
N
)
。

(
叩
)
こ
の
点
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、
足
三
国
n
s
g
p
hミ
5
5
5
霊
場
包
M凶0
・

(
削
)
自
主
規
制
に
は
、
「
コ

l
ド
」
の
他
、
「
(
社
会
)
規
範
」
も
含
ま
れ
る
が
、
以
下
で
は
議
論
を
単
純
化
さ
せ
る
た
め
に
省
略
す
る
。
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市i

(
問
)
』白ヨ四回∞o一三刊帽、白書
記『
ミ
同
宮
内
し可庁
内
号
、
E
R

hhhミ
同九
九九白、
同町内
w
h
qて町、同
hh
ミ
ド
ミ
ミ
ミ
ロ
ミ
・宅
問
、
町
民
門
リ
2
8
2唱
。
a
C
の
H
7
4
・F
-HN開
〈
一ゴ

(]由
也、司ybghE守~同

ミ
『
】
門
門
司
込
者
宅
者
一
白
宅
己
E
-
a
E-E¥σO〕
『一何回-門
日¥『O
En
曲三円
-Z
B
(Z関
門
〈戸田
-sa
〉
℃
『
一
-
M
O
O
K
F
)
一
回
白
-
r
5
2
国
一
-
-
言
、
ミ
=
0
5
A出
Y

白門
MOAF-NCU

(
問
)
「
私
の
批
判
は
、

『
法
』
の
観
点
か
ら
の
み
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
規
制
を
考
え
て
い
る
者
に
向
け
ら
れ
る
。
『
法
』
は
技
術
革
新
の
ペ

1
ス
に
影

響
を
与
え
る
が
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
構
造
(
2
2
2
5
3
0
r
o
司
Z
R
目
)
は
、
自
由
を
制
約
す
る
こ
と
も
行
な
う
の
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
達
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
足
か
せ
な
g
n
E
何
回
)
は
我
々
の
大
部
分
を
制
約
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。」

E
言
g
8
F
何
回
目
G
・
3
ミ

5
H
S
H
E
ミ
ミ
ミ
hhE
Q
'

号
、
問
、
白
て
S
E~uRbHER司
一¥〉
主主垣-耳
目『日己
-nOB¥毛↑『伺【]¥田町円FH
〈刊¥凶-OJミ
口『σ刊『
l
ロ
m
z
z
-
z
g
一
(
一
曲
目
円
£
回
一
月
四
己
U
m
n
M
m
r
M
O
O
-
)
句
R

河内
「
曲
者
円四ロnmw戸開閉包加
-
M3E同

N
q
z
同
h
ミ
，門リ匂守町、旬、hHR
A特
∞
∞
叶
〉
Z
F
m伺
〈

-
S凶
場
一
品
。
∞
(
-
s
a
)
・
ま
た
、

ジ
ェ

l
ム
ス

・
ボ
イ
ル
2
2
5
∞
o
三
刊
)
も
従
来
の
デ
ジ
タ
ル
・
リ
バ

タ
リ
ア
ン
(
全
開
E
-
5
2
E
伊
=
)
が
、
公
権
力
に
よ
る
規
制
(
法
規
制
)
に
の
み
気
を
取
ら
れ
、
技
術
的
あ
る
い
は
、
経
済
的
な
要
因
に
よ
る

規
制
環
境
の
形
成
に
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
無
頓
着
で
あ
っ
た
点
を
批
判
す
る
(
∞
o
三
タ
ミ
・
)。

(問
)
何
向
向
円
、
白
書
g
s
z
a
F
凹
・

5
ミ
3
2
h
匂
河
内
宮
を
こ
も
時
間
♀
・
n
b
b
u
・
0
5
2
H
q
s
h
-
凶
∞
』
C
E
言
語
再
三
-
a
N
p
a
u
N
(
]
3
3
従
来
の
議
論
は
、「コ

l

ド
」
が
「
法
」
に
対
抗
で
き
る
か
否
か
を
論
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
筆
者
は
、
こ
の
「
コ

l
ド
」
を
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」

と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド
」
と
「
私
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド
」
の
両
者
に
区
別
す
る
。

(則
)
M
2
7
玄
日
切
O
JヘE
-
∞
Z〉
冨
〉
5
・
2
3
t
F
P
E
-
〉
Z
O
∞
戸
田
Z
∞-
E
t
宅
〉
Z
0
4
Z
開
門
リO
Z印
4
2
B
oz
o
-
E
-
z
g
同
玄
〉
↓
-
o
z
印
O
Q
n
叶
〈
N
E
己

(
-
唱
唱
酌
)
・

(
防
)
そ
の
他、

ボ
イ
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に

(切
ミ
一P

E
モ2
5
8
5
3
、
規
制
主
体
た
る
私
人
と
国
家
の
係
わ
り
合
い
の
度
合
い
に
よ

っ
て
、
ス

テ
イ
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
ケ
l
ス
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
割
愛
す
る
。

(
山
川

)
F
白
色
口
問
門
『
g
E
F
O
E
O
E
E
〈
・
回
O
R
品
。
『
4
2
閉
門
何
開
問
。
ご
z
m
「
o
E
D
E
Z
門
リ。
=
=
q
F
5
5
『
ア
M
司
-
∞
石
田
y
E
斗
∞
凶
e
M
品
目
り
印
E
宅
-
M
且
U
U
N
(
問
。
〈
白
]
苦
∞
)

拙
稿
・
前
掲
「
サ
イ
バ

ー
ス

ペ
ー
ス
に
対
す
る
表
現
内
容
規
制
立
法
と
そ
の
違
憲
審
査
基
準
」
[
注
1
]
二
二
四
頁
、
前
田
稔
「
フ
ィ
ル
タ
ー
ソ

フ
ト
を
用
い
た
公
立
図
書
館
に
よ
る

『わ
い
せ
つ
物
』
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
規
制
の
合
憲
性
|
ル

l
デ
ュ
l
ン
判
決
の
評
価
l
」
筑
波
二
九

号
一
三

一
頁
以
下
参
照
。

(即

)
P
E
E
開
閉
》
m
o
g
-
2
・
ミ
2
5
q
E
ヨ
ト
吉
弘
2
3
2
R
H
5
同
P
HR
ミ
ミ
吉
町
三
時『

E
H
3
3
h
H
2
・
〉
ヨ
E・g
.
h
E
E
円
ト
号
室
内
F
N
品
目
N
C
4
0
開
回
目

の
0
7品目
uC4
開
問
符
斗
開
〔
UZ-「
--
u
u
、
ア
凶
凶
∞
(
NO00)
・

(
問
)
h同
町
〉
「
〉
〈
C
2
8
a
∞
g
g
-
Q
〈
H
F
〉
の
H
a
5
2
z
o
o
-
6
3
0
凶
e
玄
E
-
z
o
吉
田
z
n
o
E
G
E
Z
R
亡
空
白『
同
〈
C
2
5
且
印
S
5P
Q
〈
戸
〉
の
叶
【
O
Z
Z
0
・

雪ふ
伺岡
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サイパースペースと表現の自由 (4) 

。ナ】凶
M
M
(出
口
・
同
》
myNOOM)咽宮門司・¥¥老若垣・目
umw白色巳∞
nOEコ∞・加
O〈注
o
n
E
E
O
E
Z
¥。
芝
居
。
ロ
回
¥CMUO主
凶
司
国
叶
玄

(
Z
2
i丘四
mw己
的
。
司
少

NCCN)

(
肌
)
同
・
句

-
E目2
7白・
の白
E

F
呂
町
営
、
3
b
E
S
M
§
句、

2
1
5
H
a
S
5
2・~40bh出
足
。
円
宮
、
5

2
位
、
ご
吉
宮
内
ミ
ヨ
円
町
内
江
者
同
ぷ
与
さ
目
。
均
三
。
、
認
定
ミ

k

同町内
m
h
h
s
z
p
b
R
S
B
h
T
-
E尽
き
司
H
b
R
h
n
o
g
E
E号
室
日
~
?
?
H
d
U
A戸
開
司
O
F・hw
内
定

-m-『
臼
・
「
回
目
∞
出
場
5
J可(】唱宮市
W

)

・

(
川
)
冨
白
5

2
叶
F
0
5
8
E
g
p
、
見
句
叫
ギ
ミ
阿
川
」
〈
ロ
ミ
尚
之
M
J
~
・ト
3
5
3
h
E
H町
三
町
三
町
内
向
ロ
-
b」』
u
S』
町
内
容
ミ
コ
ロ
・
ミ
s
.
5
2
b
5
h
O
R号
き
て
・
句
。
aミ
ミ

吋「

EhH町内
'同R
U

」ミ
F同トむ
Fhh出
口
室
内
。
S
H
q
p
.
F
S
J、・-
A
F

切
開
問
穴
同
「
開
〈
叶
開
内
出
・

F
・』.凶品メ一
wm甲(】甲唱唱
)
E

(
山
)
』
g
ロ
R
R
N
n
w
-
n
ga『
宮
崎
む
ミ
ミ
ミ
寄
与
町
ミ
ミ
~
b
H提
言
、
な
さ
、
さ
同
町
内
町
内
芝
史
認
、
H
宮内い可守司、旬、む円
F
-
。∞問、『
O
Z
E〉「「《
U
O
Z
2
J
F・
』
ご
出
ゆ
ごム∞

(
N
0
0
0
)
 

(
山
)
そ
の
例
と
し
て
、

Z
2
2曲
目
ミ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(
川
)
エ
ス
タ

l
・
ダ
イ
ソ
ン
(
凹
回
同
q
U
3
8
)
は
、
市
場
原
理
が
恋
意
性
を
縮
減
さ
せ
る
と
い
う
。
「
人
々
は
原
則
的
に
、
格
付
け
に
対
し
て
疑
問

を
呈
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
会
社
は
、
そ
の
反
論
に
対
す
る
採
決
委
員
会
を
自
ら
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

信
頼
で
き
な
い
格
付
け
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
会
社
は
、
市
場
シ
ェ
ア
を
失
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。」
「
最
終
的
に
、
人
々
や
会
社
は
、
第

三
者
が
管
理
す
る
格
付
け
が
増
え
る
こ
と
を
快
適
に
感
じ
始
め
、
市
場
が
問
題
を
解
決
し
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
で
し
ょ

う
」
(
エ
ス
タ

l
・
ダ
イ
ソ
ン
(
吉
岡
正
晴
訳
)

『未
来
地
球
か
ら
の
メ

l
ル
宮
山
口
山
〉
的
思
一
。

一一一

世
紀
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
新
常
識

l
』
(
集
英
社
・

一
九
九
八
年
)
一一
一O
一一一|
三
O
四
頁
心
開
∞
J

『
開
問
。
〈
∞
O
Z唱列同
E
〉印開

N
7
〉
U
E
5
z
g同
F
2
2
0
2
叶
E

0

5
司
〉
「
〉
。
開

E
C

(
】
喧
唱
∞
)
)
。
何
町
内
田
包
窓
口
刊
門
州
w
f
s
H
M
S
ロ
O
B
A山由姐担問
MOU

(
川
)
「
ブ
ラ
ウ
ザ
と
附
属
ソ
フ
ト
を
用
い
て
沼
の
∞
の
特
性
を
さ
ら
に
多
く
の
人
が
活
用
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
し
て
格
付
け
サ
ー
ビ
ス
が
、
プ

ロ
パ
イ
ダ
に
と
っ
て
は
顧
客
に
提
供
し
や
す
く
、

顧
客
に
と
っ
て
は
自
分
で
調
べ
や
す
い
も
の
に
な
れ
ば
、
多
く
の
起
業
家
や
投
資
家
が
格
付

け
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
ビ
ジ
ネ
ス
を
自
ら
参
加
す
べ
き
市
場
と
見
な
す
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
(
ダ
イ
ソ
ン
・
上
掲
書
二
八
三
l
二
八
四
頁
・

0
3
0
p
ミ
・
包
MMa)
。
こ
の
「
市
場
」
の
力
は
、
「
コ
ー
ド
」
あ
る
い
は
、
苫
門
的
を
用
い
た
シ
ス
テ
ム
の
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
に
も
力
を
与
え

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
山
)
』
白
noσ
印

O
P
量、
5
5
5
霊
場
巳

NU
凶

(川
)
こ
の
点
は
、
[
二
に
お
い
て
紹
介
し
た
よ
う
な
、
従
来
型
の
苫
の
印
を
前
提
と
し
た
場
合
の
話
で
あ
る
。
後
で
見
る
、
ジ
ヤ

y
ク

-
M
・
パ

ル
キ
ン
の
提
唱
す
る

「三
層
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
・
ス
キ

l
ム
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
問
題
も
ク
リ
ア
ー
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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説

(
川
)
河
s
q
h戸

UM-c-∞
巳
∞
∞
a'
∞泊、日

(川

)
E
g
g
s
-
言
、
ミ
ロ
0
8
宏・

2
N出
'NUUE

(
川
)
勾
S
q
戸凶一
N-c-∞-
m

再∞∞∞』∞∞申

(印

)
Q
g
z
a
〈
Z
9
ミペ
O
『F
凶甲
C
C
∞
己
申

(
3
2
)・
拙
稿
・
前
掲
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
表
現
の
自
由
(
一
)
」
[
注
同
]
八
七
頁
。

(
山
)
C
Q
え

m
g
gロ
〈
・
沼
恒
三
ヨ
刊
、
『
古
由
民
R
P
S
U
C・印
EAF-(-
混
血
)
・
市
川
正
人
「
表
現
内
容
の
規
制
・
内
容
中
立
的
規
制
二
分
論
と
表
現
の
自
由
合
乙
」

三
重
大
学
法
経
論
叢
五
巻
一
号
六
五
l
六
六
頁
(
市
川
『
表
現
の
自
由
の
法
理
』
(
日
本
評
論
社
・
二

O
O
三
年
)
所
収
一
四
四
l

一
四
五
頁
)

参
r

昭…。

(
印
)
勾
S
C
R
U
M
-
c
-∞
町
民
∞
晶
子
∞
品
∞
・

(問

)
E
g
g
s
-
hさ
3
5
8
∞
少
同
己
巴
・

(
以
)
迂
-

(
出
)
ミ

箆

N
2・

(

郎

)

』

4
3
0
h
h
F
凶
】
出
∞
巴
唱
同
M
M
己
記
念
w

∞-

(
印
)
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
用
い
た
認
証
シ
ス
テ
ム
に
つ
き
、
回
色
S

2包
-hミ
ミ
ロ
O
B
S
-
民
MOMINor参
照
。

(
四
)
冨
広
三
可
お
〈

OFFcmznzo口問。。
B
E
E
S
-
u
E
C
-∞・凶
E
2
3
3
は、

「
わ
が
憲
法
の
下
で
、
匿
名
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
は
有
害
で

も
不
正
な
手
段
で
も
な
く
、
支
持
お
よ
び
不
同
意
の
輝
か
し
い
伝
統
で
あ
る
。
匿
名
性
は
多
数
派
の
専
制
に
対
す
る
盾
で
あ
る
(ミ
・
包

凶
ヨ
こ

と
し
、
叶
白

--3
〈・

0凶
』

5
5
5・凶
S
C
-∞・

8
(】
ま
。
)
は
、
「
匿
名
性
は
、
第
一
修
正
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
身
元
を
強
制
的
に
開
示
す

る
こ
と
、
お
よ
び
、
報
復
の
脅
威
は
、
重
要
な
公
的
事
柄
の
平
和
的
な
議
論
を
完
全
に
阻
害
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
(
ミ
・
虫
色
ご
と
す
る
o

h
時
間
〉
の
F
C
〈
・
2
z
g
p
A石
-
E
3
-
邑

5
邑
・
5
出

(
0・
2
・
戸
石
混
)
・
な
お
、
玄
n
E『
『
印
判
決
の
抄
訳
が
、

町
村
泰
貴
教
授
の
ホ

l
ム
ペ
1
ジ
に

あ
る
(
言
明
ミ
5mgσ
白
2
5〕
E
2更
呂
田

2
5
5ミ
宮
口

E
P可
『
刊
ユ
白
乏
ヨ
2
2〕
B
E
g
-
(
}曲
師
円
三
岳
旦
〉
司
こ
・

MghH))
。

(
問
)
か
つ
て
、
下
院
に
提
出
さ
れ
た
、
ブ
ロ

ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
こ
つ
の
法
案
(
ゾ
!
・
ロ
フ
グ
レ

ン

(N
g
円
。
ぽ
日
ロ
)
下
院
議

員
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
自
由
お
よ
び
子
ど
も
保
護
法
案
(
】ロ
8
5
2
F
S己
0
5
8去り
Z
骨

g
P
2尽
き
=
〉
2
2・m-
ゴ
品
)
)、ジ

ョ
セ
フ
・

M
-

マ
ク
デ
イ
ド

2
2
8
F
Y白
・
玄
ロ
ロ
邑
叩
)
下
院
議
員
に
よ
る
家
族
に
役
立
つ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
法
案

(
E
E
q
h
F
5
E
q
E
5
5
2
〉
nn目的問

〉
口
門
(
国
-
m
-
5
0
)
)
)
が
そ
の
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
パ
イ
ダ
に
対
し
、
自
ら
の
ユ

1
ザ
に
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ

きふ

ロ""
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サイパースペースと表現の自由 (4) 

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
配
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
法
案
で
あ
っ
た
。

(m)
私
的
フ
ィ
ル
タ
と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド
」
の
最
大
の
眼
目
は
、
こ
れ
ら
が
、
公
的
フ
ィ
ル
タ
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
第

一
修
正
は

あ
く
ま
で
も
政
府
に
よ
る
セ
ン
サ
ー
シ
ツ
フ
を
禁
じ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
個
人
が
自
ら
見
た
い
と
考
え
る
も
の
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ

と
ま
で
も
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
「
コ

l
ド
」
は
個
人
の
判
断
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
以
上
、
第
一
修
正
の
問
題

を
生
じ
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
、
ス
テ
イ
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
が
介
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
o
m
R
Z
巳
巧
刊
5
5
§
'
m
s
p
h
b
R
セ
ミ
♀

2
q

志
向
営
尽
き
町
内
~
〉
司
、
白
色
足
。
=
ミ
内
む
と
え
E
R
0
3
b
~
口
、
同
白
々
h
目
旬
。
、
む
之
内
さ
n
y
守
句
、
.n
。
E
H
む
ミ
芯
認
可
"
∞
回
C
-可
C
回

-
H
Z
4
・
F
』
-
ム
u
L
m
唱
』
コ
。
(
-
甲
甲
山
山
)
・

(
川
)
拙
稿
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
表
現
の
自
由

つ
乙
|
表
現
内
容
規
制
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
憲
法
理
論
の
検
討
を
中
心
に
|
」
北
法
五
五
巻

二
号
一
一
四
l
一
一
六
頁
。

(
印
)
「
司
法
審
査
が
及
、
は
な
い
」
と
い
う
の
は
、
「
コ

l
ド
」
自
身
の
司
法
審
査
あ
る
い
は
「
コ

l
ド
」
の
使
用
を
強
制
す
る
「
法
」
へ
の
司
法
審

査
が
及
ば
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
二
O
O
二
年
七
月
二
五
日
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
者
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
エ
イ
デ
ル
マ
ン
宙
開
口」回弓ロ

E
己
g
g
)
は
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
制
作
し
て
い
る
Z
N
E
M
に
対
し
て
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
含
ま
れ
る
、ブ

ロ
ッ
ク
を
行
な
う
サ
イ

ト
の
リ
ス
ト
の
公
開
を
求
め
る
訴
訟
を
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
連
邦
地
裁
に
対
し
て
提
起
し
て
い
る

(E
刊
E
S
〈
-
Z
N
R
N
(
0
・
玄
白
J
E
a
z
-
N
U
-

NOON)
)
。
本
件
で
は
フ
ェ
ア
ユ

l
ス

(司
書
C
8
)
を
規
定
し
た
デ
ジ
タ
ル
ミ
レ
ニ
ア
ム
著
作
権
法

(口
信
E
E
=
g
E
E
E
の
0
3
ロ
加
Z
〉
n
f

U
玄
の
〉
)
と
当
該
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
ラ
イ
セ
ン
ス
内
容
が
問
題
と
な

っ
て
お
り
(
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
背
後
に
第

一
修
正
が
控
え

て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
て
こ
こ
で
検
討
を
行
な
う
余
裕
は
な
い
が
、
本
件
の
よ
う
な
訴
訟
が
「
政
策
」
形
成
機
能
を
持
つ
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
」
引
同
町
〉
の
F
C
F
目
白
色
0
5
2
0
室
内
)
円
F
H
ヨ
h
a
h
H
九
h
d
a
h
〉
n
h
q
P
2
0
て
句
、
書
宅
内
告
旬
、
，
『h
p
円
宮
宅
-
h
b
)
E
h

N
W
』
ロ
込
町
辺
旬
、
さ
句
ミ
ヨ
ト
ロ
号
h
p
q
h
h
R
匂
同
河
町
て
m
bな
h
H
E
b
h
~
h
H
~
之
内
b
H
Z
門
司
・
ミ
R
n
E
F
〈
白
血
n
-
z
・
o
a
r
z
g
k
司
σ
目
『
泊
円
E
5
8
1
Z
M
E
N
-
同
g
E
B
-Z
ヨ
一
(
]
国
間
門
〈
2
5
ι

〉
唱
『
Y
M
O
O
A干)
U

〉〔リ円LCHUB刊己OBZ2宅gar-、、44hhm唱え』ykph』庁品川札。足時三札口号、
A

守
D
R
H
匂
同
ミ
む
き
s
h
k
凡
角
川
~
ヨ
ロ
ヨ
ぱ
同
b
毛
h
ミ
H
〉
h
a
z
h
町、
tN司
MM白戸
、口九九む九込町ミ

ZG-ミRnF】〈伺・田口-E-O『mkmggk〕ユ
u
四円¥開己己『吋冨ロ
l
旬、
P
0
・z
s一
(
Z
2
2
2
広
島
〉
司
『
ア
N
O
O
A
S
-

(
問
)
回
包
窓
口
四
円
同
-
J
h
号
、
む
口
。

s
S咽
詑

Eu・

(
問
)
パ
ル
キ
ン
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
お
け
る
情
報
過
多
こ
そ
が
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
な
い
し
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
技
術
の
一
種
で
あ
る
サ
l
チ

エ
ン
ジ
ン

(お
向
n
F
g
m
百
四
)
を
生
み
出
し
た
源
で
あ
る
と
す
る
(
迂
・
巳
M
0
3
0

(
印
)
「
サ
イ
バ
ー
ス

ペ
ー
ス
は

(
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
よ
う
に
)
可
塑
性
の
も
の
で
あ
り
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
い
か
よ
う
に
も
形
作
る
こ
と
が
で
き

北法55(4・275)1659



説cι 
11間

る
。
フ
ィ
ル
タ
の
選
択
は
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
と

っ
て
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
。
従
っ
て
、
フ
ィ
ル
タ
を
選
択
す
る
際

に
我
々
が
直
面
す
る
選
択
は
、
ど
の
よ
う
な
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
が
持
っ
か
に
つ
い
て
の
選
択
で
あ
る
。
こ
の
選
択
は
重

要
な
決
定
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
人
間
の
行
為
を
規
制
し
、
人
間
の
思
考
を
形
作
る
か
ら
で
あ
る
」
(
足
・

記
M
2
I
N
O
U
)。
パ

ル
キ
ン
も
、
レ
シ
ツ
グ
や
ボ
イ
ル
と
同
様
に
、
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
な
い
し

「
コ
l
ド
」
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
問
)
の
同
門
}
∞
穴

8
-
2・
ぎ
な

E
在
、
、.局、同白色、

.r
ミ
ロ
町
、
~
号
♀
之
内
ミ
ミ

Q
Sミ
ヨ
言
、
S
旬、宮、同岨

Z
J
R
d玄
関
印

0
2
4甲
山
H
W

垣間∞

3
8

5
e
3
3
)咽

h
H
d
S凡
~
h
H

貯
な
ミ
宮
門
司
¥
¥
話
、
垣
垣

ロ
可
門
戸
ヨ
四
回
-no
g¥-E『
同
『
〕
ミ
円
刊
口
町
民
占
況
と
C
甲¥円〕ユ
U

伺『¥円〕ユ
u
刊
ユ
白
宅
二
。
一
白
老

Z
E
-
(
]由
民
三
包
括
己
〉
宮
ケ

M
0
0品
)

(
印
)

回
白
Z
C
Z
2
巳・岨
h

否
認
=
O
B
S
-
記
E
U
U
M
U
∞
従
来
型
の
知
的
〉
色
の
四
つ

の
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
五
段
階
で
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
で
は
、
例
、
え
え
ば
、
「三

葉
」
の
カ
テ
ゴ
リ

l
の
レ
ベ
ル
三
で
は
、
「
強
い
言
葉

(
2
5
昌

一回口加
E
常
)
」
「
わ
い
せ
つ
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ

l
(
O
Z
8
5
∞
g
g
B
)」
「
へ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
」
を
含
む
も
の
が
同
格
と
評
価
さ
れ
、
知
的
〉
色
の
シ
ス
テ
ム
の
粗
さ
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
バ

ル
キ
ン
の
ス
キ
l
ム
で
は
、
「
単
語
集
」

の
基
本
用
語
を
知
的
〉
口
よ
り
も
多
く
取
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題
を
解
決
す
る
(
ミ
-
R
M
A
U
N品小
)
。
ま
た
、
知
的
〉
口
と
は
異
な
り
、

一一層
目
の
セ

ル
フ
レ
イ
テ
イ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
し
て
段
階
的
な
評
価
を
行
な
う
の
で
は
な
く
、
各
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ど
の
よ
う
な

内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
を
「
単
語
集
」
の
中
の
用
語
に
よ
り
示
す
に
留
ま
る

(ミ

-
a
E
E
)。

(
四
)
も
ち
ろ
ん
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
メ
ー
カ
等
も
参
入
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
必
ず
し
も
、
何
ら
か
の
政
治
的
色
彩
を
持
っ
た
グ

ル
ー
プ
の
み
が
参
入
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
パ
ル
キ

ン
は
千
程
度
の
テ

ン
プ
レ
ー
ト
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
る
京
目
立
国
コ
e

h

ミ
5
8
B
5
3
0

(
四
)

切
曲
一
在
口
刊
門
田
f
h
X
可
ミ
ロ

O
B
S
-
包
虫
色

(
則
)
ミ
・同
門
医
∞
lNA甲・

(凶

)
E-mw門
N
A宇宙・

(叫
)
た
だ
し
、
こ
の
方
式
は
、
技
術
的
に
は
実
現
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
持
つ
、
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
か
否
か
の

判
断
基
準
お
よ
び
そ
の
結
果
の
不
透
明
さ
と
い
う
当
初
か
ら
の
欠
陥
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
が
ゆ
え
に
、
推
奨
さ
れ
る
方
式
で
は
な
い

(E
R
N
S
)
。

(川
)
hh
R
S
O
t
M
u
-
-同町内国内
8
Z
P
室、
5

5門
m
E
p
m
o
E刊
p
h
号
、
ロ
ロ
O同町

-O斗
咽
白
押
凶

Z
2
3
a・

(
川
)

パ
ル
キ
ン
は
、
最
終
的
に
、
ウ
エ
ブ
作
成
者
・
管
理
者
が
用
い
る
こ
と
に
な
る

一一
層
目
の
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
タ

l
は
ウ
エ
ブ
ペ

ー
ジ
作
成
ツ

1
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サイパースペースと表現の自由 (4) 

ル
(
垣
各
信
号
。
コ
a
g
o
-
)
に
、
ユ
ー
ザ
が
選
択
し
て
用
い
る
こ
と
に
な
る
三
層
目
の
「
コ

l
ド
」
は
ブ
ラ
ウ
ザ
ソ
フ
ト
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
ユ
ー
ザ
が
利
用
し
や
す
い
形
で
普
及
す
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
後
者
に
あ
っ
て
は
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
な
い
こ
と
も
ユ
ー
ザ
側
の
有

力
な
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
(
迂
・
民
M
出
'
N
U
∞)
。

(
間
)
パ
ル
キ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
「
コ

l
ド
」
に
よ
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

(g千
5
2
)
に
よ
り
、
分
権
的
か
つ
自
発
的
に
用
い
ら

れ
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
(
迂

R
N
C
S
。

(
同
)
「
〉
考
回
目
W
Zの
開
「
開
印
回
目
。
頃
門
リ

0
0開
〉

z
u
o↓
呂
山
田
「
〉
者
的
。
同
u
n
J
R
里
山
間
的
問
J
p
n開
M
斗

t
M
甲
(
-
沼
XW)

(
叩
)
〉
(
U

戸
口
、
開
閉
》
円
(
け
も
同
じ
ス
タ
ン
ス
を
取
る
(
穴
毛
z
p
h告
さ
ロ
O
円。

-
u
p
m
g
E一
戸
言
、

5
5
5
5
Y
白
ニ
ヨ
温
色
)
。
セ
ル
フ
レ
イ
テ
イ
ン
グ
を

政
府
が
強
制
し
た
場
合
の
憲
法
上
の
問
題
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
パ

l
ロ
ー
ら
の
心
配
は
紀
憂
に
終
わ

ろ、っ。

(
凶
)
更
に
、
反
対
す
る
側
は
、
自
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
れ
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
表
現
を
穏
当
な

も
の
に
し
て
し
ま
い
、
こ
の
よ
う
な
自
己
検
閲
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
独
自
性
を
失
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
が

3
2
列

g
白
E-hRも
E

g
g
-
O吋
唱
曲
己
申
斗
)
、
こ
の
批
判
は
、
パ
ル
キ
ン
の
ス
キ

l
ム
を
正
確
に
捉
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
凶
)
特
に
、
政
治
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
必
要
に
な
る
の
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
政
治
目
的
で
「
悪
用
」
す
る
恐
れ
の
あ
る
固
に
対
す
る
場
合
で

あ
ろ
う
(
旬
町
内
穴
毛
]
田
口
岨
言
、
ミ
ロ
。
芯
己
血
)
。

(
印
)
烈
8
S
F
ミ
場
開
吉
田
恒

-a-ミ
・
釦
乙
甲
小

(
問
)
パ
ル
キ
ン
も
レ
シ
ツ
グ
と
同
様
に
、
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
関
心
を
寄
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
代
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
、
誰
が
話
し
あ
る
い
は
誰
が
聞
く
の
か
を
決
定
す
る

か
ら
で
あ
る
」
と
発
言
し
て
い
る
(
穴
8
g
p
ミ
)
。

(
印
)
も
し
、
ユ

l
ザ
に
よ
る
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
自
由
な
選
択
を
制
限
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
従
来
型
の
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
の
使
用
強
制

と
同
じ
こ
と
に
な
る
。

(問

)
Eヨ
巳
三
三
宮
含
z
hw
の
主
的
・
穴
宅
一回
p
p主
主
主
。
宮
司

2
2
2
Sミ
h
y
h
H
S
H
H町
、
河
口
と
昌
宏
芯
三
同
町
内

S
Rミ咽
Z
・J
へ
-
d玄閉山印
O
Z
叶
回
開
巧
盟
凶
(
印
開
司

巾

y
-巾
X
X
W
)
d
b
g
h九
む
守
な

h
H
H
Z
門司・¥¥宅者宅口
}¥Egg-noヨ¥一
5
5
-吋¥門町
nF¥由也己申¥口同一
u刊
同
士
E

コお一四回
¥
O
甲
5
2コ
加
印

Z

E
一今回日円〈戸田
-g己
〉
唱
『

f
N
O
O
品
)

(
則
)

判
例
・

学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
論
文
提
出
時
点

(二

O
O
二
年
九
月
三
O
日
)
チ
二
つ
の
区
切
り
と
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
の
動
向
に
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説

つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
、
改
め
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
を
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

論

*
本
稿
は
、
平
成
二
二
年
度

・
一
四
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)
に
よ
る
研
究
成
果
に
基
づ
く
、
北
海
道
大
学

審
査
博
士
(
法
学
)
学
位
論
文
(
二
O
O
二
年
二
一
月
二
五
日
授
与
)
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
補
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
一
六
年
度

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
若
手
研
究
B
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
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